
一 

文
政
絶
句
抄 

澤
瀉
山
人 

録 
１ 

鍾
馗 

管
茶
山 

名
晋
師
字
礼
郷
備
後
人 

 

鍾
馗

し
ょ
う
き 

 

于
思

目
突
其
冠 

 

于
思

う

さ

い 

か
ん

目もく 

突とつ
た
る
其そ
の
冠かん
、 

想
見
腥
風
迸
指
端 

 

想おも
い
見み
る
腥
風

せ
い
ふ
う

の
指
端

し

た

ん

に

迸
ほ
と
ば
し

る
を
。 

別
有

君
識
否 
 

別べつ
に
き

き
ょ

有あ
り
君 

識し
る
や
否いな
や
、 

沈
香
亭
北
倚
欄
干 
 

沈
香

じ
ん
こ
う 

亭
北

て
い
ほ
く 

欄
干

ら
ん
か
ん

に
倚よ
る
。 （

七
言
絶
句
・
上
平
声
十
四
寒
韻
） 

語
釈 

于
思
＝
髭
の
多
い
顔
。

目
＝
突
き
出
た
目
。
突
其
冠
＝
そ
の
冠
を
突
く
。
想
見
＝
思
い
見
る
。
腥
風
＝
生
臭
い
風
。
迸
指
端
＝
指
先

に
迸
る
。
別
有
＝
別
に
在
り
。

＝
妖
怪
。
君
識
否
＝
君
は
知
っ
て
い
る
だ
ろ
う
か
。
沈
香
＝
熱
帯
に
産
す
る
香
木
、
亭
北
＝
沈
香
亭
の
北
、

唐
代
、
宮
中
に
在
っ
た
あ
ず
ま
や
の
名
。
沈
香
亭
＝
唐
の
明
皇
が
牡
丹
を
賞
す
る
た
め
建
て
た
亭
、
こ
こ
に
牡
丹
を
賞
せ
し
は
楊
貴
妃
な
り
。



二 

倚
欄
干
＝
欄
干
に
寄
り
か
か
る
。
鍾
馗
＝
疫
病
神
を
追
い
払
う
神
、
唐
の
玄
宗
皇
帝
が
夢
を
見
て
、
呉
道
子
（
画
家
）
に
画
が
さ
せ
た
の
が
始

ま
り
、
髭
面
で
、
大
き
い
目
を
し
て
い
る
と
い
う
。（
本
姓
は
菅
波
と
い
い
漢
風
に
菅
茶
山
と
称
し
た
、
一
七
四
八
～
一
八
二
七
） 

 

２ 

自
宮
島
還
草
津
舟
中 

 
 
 

宮
島
よ
り
草
津
に
還
る
舟
中 

 

雨
散
蓬
窗
島

遙 
 

雨あめ
は
蓬
窗

ほ
う
そ
う

に
散さん
じ
て 

島とう
こ

遙
は
る
か

な
り
、 

柁
稜
有
響
午
生
潮 
 

柁
稜

だ
り
ょ
う 

響ひび
き
有あ
り
て 

午ひる
に
潮
う
し
お

を
生
し
ょ
う

ず
。 

教
風
水
如
儂
意 
 

も

し
風
水

ふ
う
す
い

を
し
て 

儂わ
が
意い
の
如ごと
く
せ
し
む
れ
ば
、 

直
到
防
州
錦
帯
橋 

 

直ただ
ち
に
到いた
ら
ん 

防
州

ぼ
う
し
ゅ
う 

錦
帯
橋

き
ん
た
い
き
ょ
う

。 

（
七
言
絶
句
・
下
平
声
二
蕭
韻
） 

語
釈 

雨
散
＝
雨
が
散
る
、
晴
れ
る
。
蓬
窗
＝
舟
の
上
屋
の
窓
、
苫
で
葺
い
た
舟
小
屋
の
窓
。
島

遙
＝

は
島
、
島
々
遥
か
に
。
柁
稜
＝
柁

は
舟
の
舵
、
稜
は
角
、
柁
の
角
。
有
響
＝
響
き
が
す
る
、
音
が
す
る
。
午
生
潮
＝
午
後
潮
が
生
ま
れ
る
。
満
潮
。

＝
も
し
、
も
し
く
は
、
万



三 

一
。
風
水
＝
風
と
水
、
山
川
水
流
の
状
態
を
見
て
宅
地
や
墓
地
を
定
め
る
術
。
如
儂
意
＝
自
分
の
思
う
通
り
で
あ
る
、
あ
ら
ば
、
あ
れ
ば
。
直

到
＝
直
ち
に
到
着
す
る
。
防
州
＝
周
防
の
國
。
錦
帯
橋
＝
岩
国
錦
川
に
架
か
る
五
曲
桁
の
橋
、
五
龍
橋
。 

 

３ 

即
景 

 
 

即
景 

 

碧
梧
枝
上
断
虹
迷 

 

碧
梧

へ

き

ご

の 

枝
上

し
じ
ょ
う 

虹にじ
迷めい
を
断た
つ
、 

蒼
耳
林
頭
返
照
低 
 

蒼
耳

そ

う

じ

の 

林
頭

り
ん
と
う 

返
照

へ
ん
し
ょ
う

低た
る
。 

忽
見
秋
山
思
遠
歩 
 

秋
山

し
ゅ
う
ざ
ん

を 

忽
た
ち
ま

ち
見み
て 

遠
歩

え

ん

ぽ

を
思おも
へ
ば
、 

野
禽
呼
過
小
楼
西 

 

野
禽

や

き

ん

は 

呼
び
過
ぐ 

小
楼

し
ょ
う
ろ
う

の
西にし
。 

（
七
言
絶
句
・
上
平
声
八
斉
韻
） 

語
釈 

碧
＝
青
桐
、
梧
桐
、
家
具
な
ど
の
材
料
に
な
る
。
枝
上
＝
枝
の
上
。
断
虹
迷
＝
虹
迷
を
断
つ
。
蒼
耳
＝
青
の
み
、
蒼
だ
け
。
林
頭
＝
林

の
上
の
方
。
辺
照
＝
夕
映
え
。
＝
忽
見
＝
見
る
と
。
秋
山
＝
秋
の
山
。
思
遠
歩
＝
遠
く
を
歩
く
思
い
。
野
禽
＝
野
鳥
。
呼
過
＝
鳴
き
な
が
ら
過



四 

ぎ
る
。
小
楼
西
＝
小
さ
な
楼
の
西
。 

 
４ 
宿
生
田 

 
 

生
田
に
宿
る 

千
載
恩
讐
両
不
存 

 

千
載

せ
ん
ざ
い

の 

恩
讐

お
ん
し
ゅ
う 

両
ふ
た
つ

な
が
ら
存
せ
ず
、 

風
雲
長
為
吊
忠
魂 

 

風
雲

ふ
う
う
ん 

長
と
こ
し
え

の
為ため
に 

忠
魂

ち
ゅ
う
こ
ん

を
弔
と
む
ら

う
。 

客
窓
一
夜
聴
松
籟 

 

客
窓

か
く
そ
う 

 

一
夜

い

ち

や 

松
籟

し
ょ
う
ら
い

を
聴き
く
、 

月
暗
楠
公
墓
畔
村 
 

月つき
は
暗くら
し 

楠なん
公こう 

墓
畔

ぼ

は

ん

の
村むら
。 

（
七
言
絶
句
・
上
平
声
十
三
元
韻
） 

語
釈 

千
載
＝
千
年
。
恩
讐
＝
恩
と
讐
。
両
不
存
＝
二
つ
は
な
い
。
風
雲
＝
風
風
と
雲
。
長
為
＝
長
ら
く
。
吊
忠
魂
＝
忠
魂
を
弔
う
。
客
窓
＝

旅
の
宿
、
窓
。
一
夜
＝
一
晩
。
聴
松
籟
＝
風
の
音
を
聴
く
。
月
暗
＝
月
は
暗
く
。
楠
公
＝
楠
正
茂
親
子
。
墓
畔
村
＝
墓
の
あ
る
村
。 

 

５ 

玉
水
路
上 

 
 

玉
水

た
ま
み
ず

路
上 



五 

 
南
都
山
翠
北
都
連 

 

南
都

な

ん

と

の 

山
翠

さ
ん
す
い

は 

北
都

ほ

く

と

に
連つら
な
る
、 

淀
水
斜
通
笠
置
川 

 

淀
水

で
ん
す
い

は 

斜
な
な
め

に
通つう
ず 

笠
置
川

か
さ
ぎ
が
わ

。 

壊
道
久
無
鑾
輅
過 

 

壊
道

か
い
ど
う 

久ひさ
し
く 

鑾
輅

ら

ん

ろ

の
過すぐ
る
無な
く
、 

當
歸
芍
薬
満
春
田 

 

當
歸

と

う

き 

芍
薬

し
ゃ
く
や
く 

春
田

し
ゅ
ん
で
ん

に
満み
つ
。 

（
七
言
絶
句
・
下
平
声
一
先
韻
） 

語
釈 

南
都
＝
奈
良
の
都
。
山
翠
＝
山
は
翠
。
北
都
連
＝
京
都
に
連
る
。
淀
水
＝
淀
川
。
斜
通
＝
斜
に
通
じ
る
。
笠
置
川
＝
笠
置
山
か
ら
流
れ

る
川
。
壊
道
＝
壊
れ
た
道
。
久
無
＝
久
し
く
無
い
。
鑾
較
過
＝
天
子
の
車
が
過
ぎ
る
。
當
歸
＝
山
芹
。
芍
薬
＝
き
つ
ね
ぼ
た
ん
科
の
多
年
生
草

本
、
初
夏
に
ぼ
た
ん
に
似
た
紅
ま
た
は
白
の
花
を
開
く
。
満
春
田
＝
春
の
田
に
満
ち
る
。 

 

６ 

和
田
享
作
小
倉
舟
中
作 

 

和
田
享
作
小
倉
舟
中
作 

 



六 

空
洋
風
死
四
無
声 

 

空
洋

く
う
よ
う 

風かぜ
は
死さえ
て 

四よも
に
声こえ
無な
し
、 
鬼
語

出
水
行 

 

鬼
語
き

ご 

じ
ゅ
う
じ
ゅ
う 

水
行

す
い
こ
う

に
出い
で
。 

遠
火
一
星
何
処
所 

 

遠
火

え

ん

か 

一
星

い
っ
せ
い 

何
処

い

ず

こ

の
所
と
こ
ろ

ぞ
、 

阿
弥
陀
寺
曉
鐘
鳴 

 

阿
弥
あ

み

陀
寺
だ

じ 

曉

鐘

ぎ
ょ
う
し
ょ
う

は
鳴な
る
。 

（
七
言
絶
句
・
下
平
声
八
庚
韻
） 

語
釈 

空
洋
＝
空
と
洋
、
海
。
風
死
＝
風
が
収
ま
る
、
静
か
に
な
る
。
四
無
声
＝
四
方
に
声
も
無
い
。
鬼
語
＝
鬼
の
言
葉
。
魑
魑
＝
鬼
の
声
。

出
水
行
＝
舟
で
行
く
。
遠
大
＝
遥
か
に
大
き
い
。
一
星
＝
小
さ
い
の
意
。
何
処
所
＝
何
処
の
所
、
ど
こ
か
で
。
阿
弥
陀
寺
＝
阿
弥
陀
さ
ま
を
祀

る
寺
。
曉
鐘
鳴
＝
曉
に
鐘
が
鳴
る
。 

 

７ 

冬
夜
読
書 

 
 

冬
の
夜
書
を
読
む 

 

雪
擁
山
堂
樹
影
深 

 

雪ゆき
は
山
堂

さ
ん
ど
う

を
擁よう
し
て 
樹
影

じ
ゅ
え
い

深ふか
し
、 



七 

簷
鈴
不
動
夜
沈
沈 

 

簷
鈴

え
ん
れ
い 

動うご
か
ず 

夜よる
沈
沈

ち
ん
ち
ん

。 
閑
収
乱
帙
思
疑
義 

 

閑かん
に
乱
帙

ら
ん
ち
つ

を
収おさ
め
て 

疑
義
ぎ

ぎ

を
思おも
う
、 

一
穂
青
燈
萬
古
心 

 

一
穂

い
っ
す
い

の 

青
燈

せ
い
と
う 

萬
古

ば

ん

こ

の
心
こ
こ
ろ

。 

（
七
言
絶
句
・
下
平
声
十
二
侵
韻
） 

語
釈 

雪
擁
＝
雪
を
遮
る
、
雪
を
頂
く
・
山
堂
＝
山
寺
、
山
の
お
堂
。
樹
影
深
＝
樹
が
深
く
繁
っ
て
い
る
さ
ま
。
簷
鈴
＝
軒
に
下
げ
た
鈴
。
不

動
＝
動
か
な
い
、
鳴
ら
な
い
。
夜
沈
沈
＝
夜
は
深
く
静
か
で
あ
る
。
閑
収
＝
閑
の
収
る
。
乱
帙
＝
帙
は
ふ
ま
き
、
文
包
み
、
散
ら
ば
っ
た
書
物

を
い
う
。
思
疑
義
＝
疑
わ
し
く
て
決
定
出
来
な
い
思
い
。
一
穂
＝
穀
物
の
穂
先
の
よ
う
、「
一
穂
寒
燈
」
青
燈
＝
、
寒
い
燈
。
萬
古
心
＝ 

 

８ 

老
莱
子
像 
 

 
老
莱
子
の
像 

 

人
間
萬
事
尽
児
嬉 

 

人
間

じ
ん
か
ん 

萬
事

ば

ん

じ 
児こ
に
尽つく
し
て
嬉たの
し
む
、 

誰
信
斯
中
有
是
非 

 

誰だれ
か
信しん
ぜ
ん 

斯こ
の
中うち
に 

是
非
ぜ

ひ

有あ
り
。 



八 

父
母
倶
存
天
下
楽 

 

父
母
ふ

ぼ 

倶とも
に
存そん
す 

天
下

て

ん

か

の
楽たの
し
み
、 
春
風
吹
上
彩
班
衣 

 

春
風

し
ゅ
ん
ぷ
う 

吹ふ
き
て 

彩
斑

さ
い
は
ん

の
衣
こ
ろ
も

に
上のぼ
る
。 

（
七
言
絶
句
・
上
平
声
四
支
韻
） 

語
釈 

人
間
萬
事
＝
人
は
全
て
の
こ
と
。
尽
児
嬉
＝
子
供
に
尽
く
し
て
喜
ぶ
。
誰
を
信
じ
る
。
斯
中
＝
こ
の
中
。
有
是
非
＝
正
し
い
こ
と
と
間

違
っ
た
事
、
正
と
否
。
父
母
＝
父
と
母
。
倶
存
＝
共
に
在
る
。
共
に
生
存
し
て
い
る
・
天
下
楽
＝
世
の
中
、
世
界
は
楽
し
い
。
春
風
＝
春
の
風
。

吹
上
＝
吹
き
上
げ
。
彩
班
衣
＝
ま
だ
ら
な
彩
の
衣
。 

 

９ 

遊
春 
 

 
 

春
に
遊
ぶ 

河
寛
斎 

名
世
寧 

字
子
静 

上
毛
人 

老
後
春
遊
閑
自
在 

 

老
後

ろ

う

ご

の 
春
遊

し
ゅ
ん
ゆ
う 

閑かん
自
在

じ

ざ

い

、 

只
須
携
酒
酔
烟
霞 

 

只ただ
須すべ
か
ら
く 
酒さけ
を
携
た
ず
さ

え
て 

烟
霞

え

ん

か

に
酔よ
う
べ
し
。 

中
和
晴
景
清
明
雨 

 

中
和

ち
ゅ
う
わ 

晴
景

せ
い
け
い 

清
明

せ
い
め
い

の
雨あめ
、 



九 

踏
遍
東
郊
處
處
花 

 

遍
あ
ま
ね

く
東
郊

と
う
こ
う 

處
處

し
ょ
し
ょ

の 

花はな
を
踏ふ
む
。 

（
七
言
絶
句
・
上
平
声
四
支
韻
） 

語
釈 

春
遊
＝
春
を
遊
ぶ
。
閑
自
在
＝
閑
で
自
由
な
暮
ら
し
。
只
須
＝
た
だ
す
べ
か
ら
く
。
携
酒
酔
＝
酒
を
携
え
て
酔
う
、
飲
む
。
烟
霞
＝
霞

と
靄
。
中
和
＝
晴
景
＝
晴
れ
た
景
色
、
晴
れ
た
さ
ま
。
清
明
雨
＝
二
十
四
氣
の
一
つ
、
清
明
節
と
も
い
う
、
春
分
か
ら
十
五
日
目
、
陰
暦
の
三

月
の
節
で
、
陽
暦
の
四
月
五
日
か
ら
六
日
頃
に
あ
た
る
雨
。
遍
＝
遍
く
歩
い
た
、
訪
ね
た
。
東
郊
＝
東
の
郊
外
。
處
處
の
花
を
踏
む
＝
あ
ち
ら

こ
ち
ら
に
花
を
見
た
。 

 

１
０ 

東
坡
赤
壁
図 
 

 
東
坡
赤
壁
の
図 

 

孤
舟
月
上
水
雲
長 

 

孤
舟

こ
し
ゅ
う 

月つき
上のぼ
っ
て 

水
雲

す
い
う
ん

長なが
し
、 

崖
樹
秋
寒
古
戦
場 

 

崖
樹

が
い
じ
ゅ 

秋あき
は
寒さむ
し 
古
戦
場

こ
せ
ん
じ
ょ
う

。 

一
自
風
流
属
坡
老 

 

一ひと
た
び 

風
流

ふ
う
り
ゅ
う 

坡は
老ろう
に
属
し
ょ
く

し
て
よ
り
、 



一〇 

功
名
不
復
画
周
郎 

 

功
名

こ
う
み
ょ
う 

復ま
た
周
郎

し
ゅ
う
ろ
う

を
画えが
か
ず
。 

（
七
言
絶
句
・
下
平
声
七
陽
韻
） 

語
釈 

孤
舟
＝
一
艘
の
舟
。
＝
月
は
上
り
。
水
雲
長
＝
水
も
雲
も
広
々
と
。
崖
樹
＝
崖
の
上
の
樹
。
古
戦
場
＝
蜀
呉
連
合
し
て
魏
の
大
軍
を
破

っ
た
、
昔
の
戦
場
の
跡
。
一
自
＝
一
よ
り
。
風
流
＝
な
ご
り
、
先
人
の
遺
風
余
流
、
雅
・
属
坡
老
＝
宋
の
蘇
軾
、
蘇
東
坡
老
人
に
連
な
る
、
従

う
。
功
名
＝
手
柄
と
名
声
。
不
復
＝
還
ら
ず
。
画
周
郎
＝
周
郎
を
画
く
、
周
瑜
の
こ
と
、
三
国
の
呉
の
武
将
、
魏
の
曹
操
の
八
萬
の
大
軍
を
赤

壁
で
破
っ
た
。 

 

１
１ 

春
雨 
 

 
春
雨 

 

緑
暗
書
窗
午
懶
開 

 

緑
み
ど
り

暗くら
き 
書
窗

し
ょ
そ
う 

午ひる
開ひら
く
に
懶
も
の
う

し
、 

風
花
只
任
委
苺
苔 

 

風
花

ふ

う

か 

只ただ
任まか
す 
苺
苔

ば
い
た
い

に
委ゆだ
ね
る
。 

兼
旬
寂
寂
林
中
雨 

 

旬
じ
ゅ
ん

を
兼か
ね
る 

寂
寂

せ
き
せ
き 
林
中

り
ん
ち
ゅ
う

の
雨あめ
、 



一一 

繞
樹
鶯
児
久
不
來 

 

樹き
を
繞めぐ
る 

鶯
児

お

う

じ 

久ひさ
し
く
來きた
ら
ず
。 

（
七
言
絶
句
・
上
平
声
十
灰
韻
） 

語
釈 

緑
暗
＝
深
い
緑
、
木
が
茂
っ
て
い
る
さ
ま
。
書
窗
＝
書
室
の
窓
。
午
懶
開
＝
昼
も
の
憂
く
開
く
。
風
花
＝
風
に
散
る
花
、
風
の
起
こ
る

前
に
一
面
に
わ
き
起
こ
る
霧
、
ま
だ
ら
雲
。
只
任
＝
只
任
す
。
委
苺
苔
＝
苔
に
委
す
。
兼
旬
＝
十
日
以
上
に
わ
た
る
。
寂
寂
＝
寂
し
い
さ
ま
。

林
中
雨
＝
林
の
中
は
雨
。
繞
樹
＝
樹
木
を
め
ぐ
る
、
繞
う
。
鶯
児
＝
う
ぐ
い
す
。
久
不
來
＝
久
し
く
來
な
い
。 

 

１
２ 

美
人
假
寐
図 
 

美
人
假
寐
の
図 

 

一
樹
棠
花
御
愛
香 

 

一
樹

い
ち
じ
ゅ

の 

棠
花

ど

う

か 

御
愛

お
ん
あ
い

の
香こう
、 

春
園
日
暖
引
眠
長 

 

春
園

し
ゅ
ん
え
ん 
日ひ

暖
あ
た
た

か
く 

眠
を
引
く
こ
と
長なが
し
。 

多
情
夢
被
東
風
誘 

 

多
情

た
じ
ょ
う

の
夢ゆめ
は 
東
風

と
う
ふ
う

に
誘さそ
わ
れ
、 

又
上
君
王
白
玉
床 

 

又ま
た
上のぼ
る 

君
王

く
ん
お
う 
白
玉

は
く
ぎ
ょ
く

の
床
し
ょ
う

。 



一二 

（
七
言
絶
句
・
下
平
声
七
陽
韻
） 

語
釈 
一
樹
＝
一
本
の
樹
木
。
棠
花
＝
海
棠
の
花
。
御
愛
香
＝
香
を
愛
し
た
。
春
園
＝
春
の
園
。
＝
日
が
暖
か
い
。
引
眠
長
＝
眠
り
が
深
い
。

多
情
＝
感
情
に
富
む
こ
と
、
心
の
感
受
性
が
多
い
こ
と
、
夢
被
＝
夢
を
見
た
。
東
風
誘
＝
東
風
を
誘
う
、
こ
ち
、
春
風
。
又
上
＝
ま
た
の
ぼ
る
。

君
王
＝
君
主
、
天
子
。
白
玉
床
＝
白
玉
で
飾
っ
た
床
、
寝
床
。 

 

１
３ 

皆
川
淇
園
太
公
釣
渭
図 
 

皆
川
淇
園
太
公
釣
渭
の
図 

 

皓
髪
鷹
揚
御
大
風 
 

皓
髪

こ
う
は
つ 

鷹
揚

お
う
よ
う

に
し
て 

御
大

お
ん
た
い

の
風ふう
、 

唯
縁
西
伯
夢

熊 
 

唯
だ 
西さい
伯はく
に
縁
り 

夢ゆめ
は
ひ

熊ゆう
。 

可
憐
洛
下
読
書
叟 

 

憐あわ
れ
む
可べ
し 

洛
下

ら

く

か 

読
書

ど
く
し
ょ

の
叟
お
き
な

、 

七
十
過
時
画
太
公 

 

七
十

し
ち
じ
ゅ
う 

過すぎ
し
時とき 
太たい
公こう
を
画えが
く
。 

（
七
言
絶
句
・
上
平
声
一
東
韻
） 



一三 

語
釈 

皆
川
淇
園
＝
画
伯
の
名
。
太
公
＝
太
公
望
。
釣
渭
図
＝
太
公
望
が
渭
水
で
釣
り
を
し
て
い
る
図
。
皓
髪
＝
白
髪
。
鷹
揚
＝
鷹
が
空
に
飛

び
揚
が
る
よ
う
に
、
武
勇
を
振
る
う
こ
と
、
こ
せ
こ
せ
し
な
い
。
御
大
風
＝
大
物
の
風
。
唯
縁
＝
唯
縁
が
あ
る
。
西
伯
＝
周
の
文
王
、
西
方
諸

侯
の
旗
頭
で
あ
っ
た
。
夢

熊
＝
夢
は

水
の
熊
。
可
憐
＝
憐
れ
む
べ
し
。
洛
下
＝
洛
陽
の
中
、
都
の
中
。
読
書
叟
＝
書
を
読
む
叟
、
老
人
。

七
十
過
時
＝
七
十
才
を
過
ぎ
た
時
。
画
太
公
＝
太
公
望
を
画
い
た
。 

 

１
４ 

春
日
雑
詠 

二
首
之
一 
 

春
日
雑
詠 

頼
杏
坪 

名
惟
柔 

字
千
祺 
安
藝
人 

春
禽

遶
茅
店 
 

春
禽

し
ゅ
ん
き
ん 

あ

だ

た
り 

茅
店

ぼ
う
て
ん

を
遶めぐ
る
、 

日
入
群
喧
忽
已
無 

 

日ひ
入い
り 

群むれ
喧
や
か
ま

し
く 

忽
た
ち
ま

ち
巳すで
に
無な
し
。 

初
月
半
門
隣
女
立 

 

初
月

し
ょ
げ
つ 

半
門

は
ん
も
ん 

隣
女

り
ん
じ
ょ

立た
つ
、 

隔
花
喚
返
小
於

 
 

花はな
を
隔へだ
て
て 
喚よび
返かえ
す 

小
し
ょ
う

於お
と

な
り
。 

（
七
言
絶
句
・
上
平
声
七
虞
韻
） 



一四 

語
釈 

春
禽
＝
春
の
野
鳥
、
鶯
。

＝
艶
や
か
で
美
し
い
。
遶
茅
店
＝
茅
葺
き
の
店
を
め
ぐ
る
、
遶
る
。
日
入
＝
日
が
暮
れ
る
。
群
喧
＝
群

が
喧
し
い
。
忽
巳
無
＝
す
で
に
な
い
。
初
月
＝
新
月
、
三
日
月
、
正
月
、
一
月
。
半
門
＝
門
の
半
ば
、
半
開
き
の
門
。
隣
女
立
＝
隣
に
立
つ
女
。

隔
花
＝
花
を
隔
て
て
。
喚
返
＝
喚
び
返
す
。
小
於

＝
小
さ
な
虎
、
春
秋
時
代
楚
の
方
言
で
、
と
ら
の
こ
と
。（
結
句
は
花
を
隔
て
て
喚
び
返
す

よ
り
も
小
な
り
と
詠
む
の
か
も
、

は
う
さ
ぎ
） 

 

１
５ 

陶
靖
節
采
菊
図 
 

陶
靖
節
采
菊
の
図 

 

首
陽
潯
陽
二
千
年 
 

首
陽

し
ゅ
よ
う 

潯
陽

じ
ん
よ
う 

二
千
年

に
せ
ん
ね
ん

、 

正
氣
不
錆
天
地
間 

 

正
氣

せ

い

き 
銷
し
ょ
う

せ
ず 

天
地

て

ん

ち

の
間かん
。 

誰
識
西
山
采
薇
老 

 

誰だれ
か
識し
ら
ん 

西
山

せ
い
ざ
ん 

采
薇

さ

い

び

の
老ろう
、 

再
生
采
菊
見
南
山 

 

再
生

さ
い
せ
い 

菊きく
を
采とり
り
て 

南
山

な
ん
ざ
ん

を
見み
る
。 

（
七
言
絶
句
・
上
平
声
十
五
刪
下
平
声
通
韻
） 



一五 

 
語
釈 
陶
靖
節
＝
陶
淵
明
・
靖
節
先
生
。
首
陽
＝
潯
陽
＝
正
氣
＝
万
物
の
大
元
で
あ
る
元
気
、
人
の
正
し
い
気
性
。
不
銷
＝
溶
け
な
い
。
天
地

間
＝
天
と
地
の
間
、
世
界
。
誰
識
＝
誰
識
る
。
西
山
＝
伯
夷
・
叔
斉
が
餓
死
し
た
首
陽
山
。
采
薇
老
＝
ぜ
ん
ま
い
取
り
の
老
人
、
唐
淵
明
を
指

す
。
再
生
＝
再
び
生
き
か
え
る
、
役
人
生
活
か
ら
郷
里
の
自
然
に
か
え
る
。
采
菊
＝
菊
を
采
取
す
る
。
見
南
山
＝
南
山
を
見
る
、
終
南
山
、
泰

山
と
も
い
う
、
古
寺
・
名
勝
が
多
い
。 

 

１
６ 

行
郡
口
號 
 

 

行
郡
口
號 

 

邑
官
講
利
百
無
遣 

 

邑
官

ゆ
う
か
ん 
講
利

こ

う

り 

百
ひ
ゃ
く

遣けん
無な
し
、 

迂
拙
我
曹
何
所
為 

 

迂
拙

う

せ

つ 

我わ
が
曹そう 

何なん
ぞ
為な
す
所
と
こ
ろ

ぞ
。 

自
笑
書
生
餘
旧
態 

 

自
お
の
ず

か
ら
笑わら
う 
書
生

し
ょ
せ
い 

旧
態

き
ゅ
う
た
い

に
餘あま
り
、 

半
思
民
苦
半
思
詩 

 

半なか
ば
民たみ
の 

苦くる
し
み
を
思おも
い 

半なか
ば
詩し
を
思おも
う
。 



一六 

（
七
言
絶
句
・
上
平
声
四
支
韻
） 

語
釈 
邑
官
＝
天
子
の
直
轄
地
、
諸
侯
の
領
地
。
講
利
＝
利
を
講
ず
る
。
百
無
遣
＝
百
無
く
遣
わ
し
。
迂
拙
＝
世
間
の
事
に
疎
く
、
何
か
に
つ

け
て
へ
ま
を
や
る
。
我
曹
＝
我
が
仲
間
、
と
も
が
ら
。
何
所
為
＝
何
を
す
る
所
。
自
笑
＝
自
ら
笑
う
、
自
嘲
。
書
生
＝
学
生
、
学
問
を
す
る
人
、

読
書
階
級
の
人
。
餘
旧
態
＝
旧
態
然
と
し
て
い
る
。
半
思
＝
半
ば
思
う
。
民
苦
＝
民
の
苦
し
み
。
半
思
詩
＝
半
ば
詩
を
思
う
。 

 

１
７ 

太
宰
府
有
感 

 
 

太
宰
府
感
有
り 

 

千
里
飛
梅
一
夜
松 
 

千
里

せ

ん

り

の 

飛
梅

ひ

ば

い 

一
夜

い

ち

や

松まつ
、 

土
人
迎
客
説
霊
蹤 

 

土
人

ど

び

と 
客かく
を
迎
む
か
え

て 

霊
蹤

れ
い
し
ょ
う

を
説と
く
。 

座
來
憶
起
當
年
事 

 

座
來

ざ

ら

い 

憶おも
い
起おこ
す 

當
年

と
う
ね
ん

の
事こと
。 

落
日
観
音
寺
裡
鐘 

 

落
日

ら
く
じ
つ 

観
音

か
ん
の
ん

寺
裡
じ

り

の
鐘かね
。 

（
七
言
絶
句
・
上
平
声
二
冬
韻
） 



一七 

語
釈 

千
里
＝
非
常
に
遠
い
距
離
。
飛
梅
＝
梅
の
香
が
飛
ん
で
き
た
。
一
夜
松
＝
土
人
＝
土
地
の
人
。
迎
客
＝
客
を
迎
え
る
。
説
霊
蹤
＝
霊
の

蹤
を
説
く
。
座
來
＝
座
っ
て
よ
り
。
憶
起
＝
憶
い
起
す
。
當
年
事
＝
そ
の
当
時
の
事
。
落
日
＝
日
暮
れ
。
観
音
寺
＝
太
宰
府
の
隣
に
在
る
寺
。

裡
鐘
＝
寺
の
鐘
。 

 

 

１
８ 

遊
吉
野 

 
 

吉
野
に
遊
ぶ 

 

万
人
買
酔
攪
芳
叢 
 

万
人

ば
ん
に
ん 

酔よ
い
を
買か
い
て 

芳ほう
叢そう
を
攪みだ
す
、 

感
慨
誰
能
与
我
同 
 

感
慨

か
ん
が
い 

誰だれ
か
能よ
く 

我われ
と
同おな
じ
き
。 

恨
殺
残
紅
飛
向
北 

 

恨こん
殺さつ
す 

残
紅

ざ
ん
こ
う

の 

北きた
に
飛と
ん
で
向むか
う
を
、 

延
元
陵
上
落
花
風 

 

延
元

え
ん
げ
ん 

陵

上

り
ょ
う
じ
ょ
う 

落
花

ら

っ

か

の
風かぜ
。 

（
七
言
絶
句
・
上
平
声
一
東
韻
） 

語
釈 

万
人
＝
多
く
の
人
、
全
て
の
人
。
買
酔
＝
酒
を
買
っ
て
飲
む
、
酔
う
。
攪
芳
叢
＝
花
の
咲
き
匂
う
草
む
ら
を
乱
す
。
感
慨
＝
深
く
感
じ



一八 

て
心
が
奮
い
立
っ
た
り
、
嘆
い
た
り
す
る
、
感
動
し
て
憤
激
す
る
。
誰
能
＝
誰
か
能
く
。
与
我
同
＝
我
と
と
も
に
。
恨
殺
＝
深
く
恨
む
、
殺
は

強
意
の
助
字
。
残
紅
＝
残
り
の
紅
、
残
花
、
残
香
。
飛
向
北
＝
北
に
向
か
っ
て
飛
ぶ
。
延
元
＝
陵
上
＝
天
子
の
墓
、
丘
。
落
花
風
＝
風
に
舞
っ

て
落
ち
る
花
。 

 

１
９ 

過
詩
仙
堂 

 
 

詩
仙
堂
を
過
る 

 

風
流
儒
雅
亦
先
登 
 

風
流

ふ
う
り
ゅ
う 

儒
雅

じ

ゅ

が 

亦ま
た
先さき
ん
じ
て
登のぼ
る
、 

八
萬
親
兵
君
獨
能 
 

八
萬

は
ち
ま
ん

の 

親
兵

し
ん
ぺ
い 

君きみ
獨ひと
り
能よ
く
。 

名
節
暗
知
扶
世
教 

 

名
節

め
い
せ
つ 
暗
に
知
る 

世
教

せ
き
ょ
う

を
扶たす
く
、 

一
堂
花
月
托
残
僧 

 

一
堂

い
ち
ど
う 

花
月

か

げ

つ 

残
僧

ざ
ん
そ
う

に
托たく
す
。 

（
七
言
絶
句
・
下
平
声
十
蒸
韻
） 

語
釈 

風
流
＝
雅
、
な
ご
り
、
先
人
の
遺
風
余
な
が
れ
。
儒
雅
＝
儒
学
の
教
養
が
あ
っ
て
行
い
が
正
し
い
、
ま
た
そ
の
人
。
八
萬
親
兵
＝
八
萬



一九 

の
親
兵
。
君
獨
能
＝
君
獨
り
に
で
き
る
こ
と
。
名
節
＝
名
誉
と
節
操
。
暗
知
＝
暗
に
知
る
。
扶
世
教
＝
世
の
教
を
扶
助
す
る
。
一
堂
＝
一
の
堂
。

花
月
＝
花
と
月
、
美
し
い
も
の
の
代
表
、
花
を
照
ら
す
月
。
托
残
僧
＝
残
僧
に
身
を
寄
せ
る
、
残
り
は
僧
と
し
て
身
を
寄
せ
る
、
た
の
む
。 

 

２
０ 

春
日
雅
句 

 
 

 

春
日
雅
句 

館たて
柳
湾 

名
機 

字
枢
卿 

越
後
新
潟
人 

昨
日
猶
寒
南
岸
柳 

 

昨
日

さ
く
じ
つ 

猶な
お
寒さむ
し 

南
岸

な
ん
が
ん

の
柳
や
な
ぎ

、 

今
朝
巳
暖
北
枝
梅 
 

今
朝

こ
ん
ち
ょ
う 

巳すで
に
暖
あ
た
た

か
き 

北
枝

ほ

く

し

の
梅うめ
。 

吹
晴
送
雨
互
相
報 
 

吹
晴

す
い
せ
い 

送
雨

そ

う

う 

互
た
が
い

に
相あ
い
報ほう
ず
、 

信
是
春
風
踏
脚
來 

 

信しん
は
是こ
れ 

春
風

し
ゅ
ん
ぷ
う 

脚あし
を
踏ふ
ん
で
來きた
る
。 

（
七
言
絶
句
・
下
平
声
十
蒸
韻
） 

語
釈 

猶
寒
＝
猶
寒
い
。
南
岸
柳
＝
南
岸
の
柳
。
巳
暖
＝
巳
に
暖
く
。
北
枝
梅
＝
北
の
枝
の
梅
。
吹
晴
＝
風
に
吹
か
れ
て
晴
れ
る
。
送
雨
＝
雨

を
送
る
、
晴
れ
る
。
互
相
報
＝
互
い
に
知
ら
せ
会
う
。
信
是
＝
便
り
は
是
、
こ
れ
ま
こ
と
。
春
風
＝
春
の
風
、
東
風
、
こ
ち
。
踏
脚
來
＝
あ
し



二〇 

ぶ
み
し
て
来
る
。 

 
２
１ 
漫
題 

 
 

 

漫
題 

 

案
牘
朝
朝
雖
百
端 

 

案
牘

あ
ん
と
く 

朝

朝

ち
ょ
う
ち
ょ
う 

百
端

ひ
ゃ
く
た
ん

と

雖
い
え
ど
も

、 

暮
來
塀

即
閑
寛 

 

暮くれ
來きた
り 

塀へい
と
う 

即
す
な
わ

ち
閑
寛

か
ん
か
ん

。 

吟
窓
頼
有
梅
花
月 
 

吟
窓

ぎ
ん
そ
う

に 

頼よ
る
月つき
に 

梅
花

ば

い

か

有あ
り
、 

不
作
尋
常
俗
吏
看 
 

尋
常

じ
ん
じ
ょ
う

を 

作な
せ
ず 

俗
吏

ぞ

く

り

の
看かん
。 

（
七
言
絶
句
・
上
平
声
十
四
寒
韻
） 

語
釈 

案
牘
＝
文
書
、
書
物
。
朝
朝
＝
毎
朝
。
雖
百
端
＝
百
の
正
し
い
こ
と
は
い
う
け
れ
ど
。
暮
來
＝
暮
が
來
た
る
。
塀

＝
覆
い
隠
す
こ
と
。

即
閑
寛
＝
即
ち
閑
に
ゆ
っ
た
り
と
。
吟
窓
＝
窓
辺
で
吟
じ
る
。
梅
花
月
＝
梅
花
と
月
。
不
作
＝
作
ら
な
い
。
尋
常
＝
通
常
、
普
通
。
俗
吏
看
＝

見
識
の
な
い
平
凡
な
小
役
人
、
つ
ま
ら
ぬ
役
人
を
見
る
。 



二一 

 
２
２ 

致
遠
宅
同
咏
瓶
中
水
仙
花 

致
遠
宅
と
瓶
中
水
仙
花
を
咏
む 

 

斂
得
凌
花
羅

塵 
 

斂れん
は
凌
花

り
ょ
う
か

を
得う
て 

べ
つ

塵じん
を
羅つら
ね
る
、 

硯
頭
瓶
裡
玉
生
春 

 

硯
頭

け
ん
と
う 

瓶
裡

へ

い

り 

玉
生

ぎ
ょ
く
せ
い

の
春はる
。 

明
窓
好
借
獻
之
筆 

 

明
窓

め
い
そ
う 

好よ
し 

獻けん
之し
の
筆ふで
を
借か
り
て
、 

泳
練
為
君
書
洛
神 
 

泳
練

え
い
れ
ん 

君きみ
が
為ため
に 

洛
神

ら
く
し
ん

に
書しょ
す
。 

（
七
言
絶
句
・
上
平
声
十
四
寒
韻
） 

語
釈 

斂
得
＝
お
さ
め
る
、
あ
つ
め
と
る
。
凌
花
＝
陵
に
咲
く
花
。
羅

塵
＝
羅
は
う
す
ぎ
ぬ
、
連
ね
る
、
足
袋
の
塵
。
塵
＝
世
上
の
煩
わ
し

い
事
。
硯
頭
＝
硯
の
頭
、
読
書
や
作
文
、
文
筆
な
ど
の
始
め
の
こ
と
。
瓶
裡
＝
瓶
の
裡
。
玉
生
春
＝
美
し
い
玉
が
生
ま
れ
る
よ
う
な
春
、
麗
ら

か
な
春
。
明
窓
＝
明
る
い
窓
。
好
借
＝
好
ん
で
借
り
る
。
獻
之
筆
＝
こ
れ
筆
を
さ
さ
げ
る
。
泳
練
＝
錬
っ
て
泳
が
す
。
為
君
＝
君
の
為
、
君
成

す
。
書
洛
神
＝
洛
水
の
神
の
書
。 



二二 

 
２
３ 

春
日
即
事 

 
 

春
日
即
事 

 

慶
繊
小
雨
欲
終
朝 

 

慶
繊

け
い
せ
ん 

小
雨

こ

さ

め 

朝あさ
に
終おわ
ら
ん
と
欲ほっ
す
、 

土
潤
春
園
宣
下
鍬 

 

土つち
潤
う
る
お

い
て 

春
園

し
ゅ
ん
え
ん 

 

鍬
し
ゅ
う

を
下おろ
す
に
宜よろ
し
。 

山
童
豫
作
霜
秋
計 

 

山
童

さ
ん
ど
う 

豫
あ
ら
か
じ

め
作な
す 

霜
秋

そ
う
し
ゅ
う

の
計けい
、 

矮
竹
籬
邉
挿
菊
苗 
 

矮
竹

わ
い
ち
く

の 

籬
邉

り

へ

ん 

菊きく
の
苗なえ
を
挿さ
す
。 

（
七
言
絶
句
・
下
平
声
二
蕭
韻
） 

語
釈 

慶
繊
＝
僅
か
な
喜
び
。
欲
終
朝
＝
夜
が
明
け
よ
う
と
す
る
。
土
潤
＝
土
が
潤
う
。
春
園
＝
春
の
園
。
宣
下
鍬
＝
鍬
を
下
ろ
す
に
宜
し
い
。

山
童
＝
山
の
童
。
豫
作
＝
豫
め
作
る
。
霜
秋
計
＝
秋
の
霜
を
計
算
に
い
れ
て
。
矮
竹
＝
矮
小
な
竹
。
籬
邉
＝
ま
が
き
の
辺
り
。
挿
菊
苗
＝
菊
の

苗
を
挿
す
、
植
え
る
。 

 



二三 

２
４ 

買
菊 

 
 

 

菊
を
買
う 

柏
如
亭 

名
昶 

字
永
日 

江
戸
人 

賣
詩
鬻
字
冷
生
涯 

 

詩し
を
賣う
り 

字じ
を
鬻ひさ
ぎ 

冷ひや
や
か
な
る
生
涯

し
ょ
う
が
い

、 

一
領
錦
衾
両
口
児 

 

一
領

い
ち
り
ょ
う 

錦
衾

き
ん
き
ん 

両
口

り
ょ
う
こ
う

の
児こ
。 

過
却
重
陽
二
十
日 

 

却
っ
て
重
陽

ち
ょ
う
よ
う

を
過す
ぎ
て 

二
十
日

に
じ
ゅ
う
に
ち

、 

閑
銭
始
買
傲
霜
枝 

 

閑
銭

か
ん
せ
ん 

始
は
じ
め

て
買か
う 

霜しも
に
傲おご
る
枝えだ
。 

（
七
言
絶
句
・
下
平
声
二
蕭
韻
） 

語
釈 

賣
詩
＝
詩
を
賣
る
。
鬻
字
＝
字
で
鬻
ぐ
、
字
を
売
る
。
冷
生
涯
＝
生
涯
に
わ
た
り
冷
い
。
一
領
＝
頷
く
、
承
知
す
る
。
錦
衾
＝
錦
の
衾
、

錦
の
夜
具
。
両
口
児
＝
二
人
の
児
童
。
過
却
＝
誤
っ
て
過
ぎ
た
。
重
陽
＝
九
月
九
日
。
閑
銭
＝
小
銭
、
僅
か
な
銭
。
始
買
＝
始
め
て
買
う
。
傲

霜
枝
＝
霜
に
も
枯
れ
な
い
強
い
菊
の
花
、
傲
霜
は
霜
に
も
枯
れ
な
い
、
強
く
正
し
く
て
凶
暴
な
も
の
を
恐
れ
な
い
人
の
例
え
。
柏
木
如
亭
（
一

七
六
三
～
一
八
六
五
） 

 



二四 

２
５ 

赤
羽
即
事 

 
 

赤
羽
即
事 

 

追
涼
士
女
晩
喧
嘩 

 

涼
り
ょ
う

を
追お
い 

士
女

し

じ

ょ 

晩くれ
て
喧
嘩

け

ん

か 

咲
語
歌
声
在
水
涯 

 

咲
語

し
ょ
う
ご 

歌
声

か

せ

い 

水
涯

す
い
が
い

に
在あ
り 

赤
羽
橋
好
風
日
夜 

 

赤
羽

あ
か
ば
ね

橋はし
は
好よ
し 

風
日

ふ
う
じ
つ

の
夜よる 

深
絶
絶
属
散
人
家 

 

深ふか
く
絶
絶 

属つづ
る 

人
家

じ

ん

か

に
散さん
ず 

（
七
言
絶
句
・
上
平
声
九
佳
韻
） 

語
釈 

追
涼
＝
涼
を
追
う
。
士
女
＝
男
女
。
晩
喧
嘩
＝
晩
に
は
喧
嘩
。
咲
語
＝
笑
い
声
。
在
水
涯
＝
水
涯
に
在
り
。
赤
羽
橋
好
＝
赤
羽
橋
が
好

ま
し
い
。
風
日
夜
＝
風
日
の
夜
。
深
絶
＝
深
く
絶
え
る
。
属
＝
仲
間
。
人
家
散
＝
人
家
が
散
ら
ば
る
。 

 

２
６ 

春
晝 

 
 

春

晝

し
ゅ
ん
ち
ゅ
う 

 



二五 

風
微
日
暖
嬾
遊
絲 

 

風かぜ
微わず
か
に 

日ひ

暖
あ
た
た

か
く 

遊
絲

ゆ

う

し

に
嬾
も
の
う

し
、 
初
覚
午
園
晴
景
奇 

 

初はじ
め
て
覚おぼ
ゆ 

午
園

ご

え

ん 

晴
景

せ
い
け
い

奇き
な
り
。 

花
影
重
重
無
寸
地 

 

花
影

か

え

い 

重

重

じ
ゅ
う
じ
ゅ
う 

寸
地

す

ん

ち

無な
し
。 

多
于
昨
夜
月
明
時 

 

多
于
た

う 

昨
夜

さ

く

や 

月
明

げ
つ
め
い

の
時とき
。 

（
七
言
絶
句
・
上
平
声
九
佳
韻
） 

語
釈 

風
微
＝
微
風
、
穏
や
か
な
風
。
日
暖
＝
日
は
暖
く
。
嬾
遊
絲
＝
春
の
の
ど
か
な
日
に
野
原
な
ど
に
立
ち
上
る
氣
、
蜻
蛉
、
陽
炎
が
も
の

う
い
。
初
覚
＝
初
め
て
覚
る
。
午
園
＝
昼
の
園
。
晴
景
奇
＝
晴
れ
た
景
色
は
き
れ
い
で
あ
る
。
花
影
＝
花
の
影
。
重
重
＝
重
な
り
合
っ
て
い
る

さ
ま
。
無
寸
地
＝
一
寸
の
余
裕
も
な
い
。
多
于
＝
こ
こ
に
多
く
の
。
昨
夜
＝
ゆ
う
ん
べ
、
昨
晩
。
月
明
時
＝
月
の
明
る
い
時
。 

 

２
７ 

夜
雨 

 
 

夜
の
雨 

 

夢
覚
茅
簷
着
雨
軽 

 

夢
は
覚
む 

茅
簷

も
う
え
ん 

雨
を
着
け
て
軽かろ
し
、 



二六 

梅
窓
淡
淡
月
方
傾 

 

梅
窓

ば
い
そ
う 

淡
淡

た
ん
た
ん 

月つき 

方まさ
に
傾
か
た
む

く
。 
寒
従
点
滴
声
中
尽 

 

寒かん 

点
滴

て
ん
て
き

に
従
い 

声せい
中
ち
ゅ
う

に
尽つ
き
、 

暖
向
模
糊
影
裡
生 

 

暖
向

だ
ん
こ
う

は 

模
糊
も

こ 

影
裡

え

い

り

に
生
し
ょ
う

じ
。 

（
七
言
絶
句
・
下
平
声
八
庚
韻
） 

語
釈 

夢
覚
＝
夢
で
見
る
。
茅
簷
＝
茅
葺
き
の
軒
、
庇
。
着
雨
軽
＝
小
雨
に
濡
れ
て
。
梅
窓
＝
梅
窓
か
ら
見
る
梅
。
淡
淡
＝
淡
い
。
月
方
傾
＝

月
は
方
に
傾
く
。
寒
従
＝
寒
さ
に
従
い
。
点
滴
＝
滴
が
点
々
と
。
声
中
尽
＝
声
は
な
か
ば
尽
き
る
。
暖
向
＝
暖
さ
に
向
う
。
模
糊
＝
ぼ
ん
や
り

し
て
ハ
ッ
キ
リ
し
な
い
さ
ま
。
影
裡
生
＝
影
が
生
じ
る
。 

 

２
８ 

送
佐
藤
大
道
西
遊 

 
佐
藤
大
道
の
西
遊
す
る
を
送
る 

 
 
 
 
 

大
窪
詩
佛 

名
行 

字
天
民 

常
陸
人 

雨
痕
晴
尽
霎
時
間 

 

雨う
痕こん 

晴はれ
尽つく
す 
霎
し
ょ
う

時
間

じ

か

ん

、 

満
路
泥
深
不
厭
難 

 

満
路

ま

ん

ろ 

泥どろ
は
深ふか
く 

難かた
き
を
厭いと
わ
ず
。 



二七 

明
日
出
関
先
一
笑 

 

明
日

み
ょ
う
じ
つ 

関かん
を
出い
で 

先ま
ず
一
笑

い
っ
し
ょ
う

、 
雲
消
富
士
見
全
山 

 

雲くも
は
消き
え
て 

富
士
ふ

じ

の 

全
山

ぜ
ん
ざ
ん

を
見み
ゆ
。 

（
七
言
絶
句
・
上
平
声
十
五
刪
韻
） 

語
釈 

雨
痕
＝
雨
の
痕
。
晴
尽
＝
晴
れ
尽
す
、
晴
れ
渡
る
。
霎
時
間
＝
霎
の
時
間
、
霎
は
あ
ら
れ
、
み
ぞ
れ
、
そ
ら
、
遠
い
空
、
夜
。
小
雨
の

時
間
。
満
路
＝
路
に
満
ち
る
。
不
厭
難
＝
嫌
で
あ
る
。
出
関
＝
関
所
を
出
る
、
故
郷
を
で
る
。
先
一
笑
＝
先
ず
一
笑
。
富
士
見
全
山
＝
富
士
山

が
全
て
見
え
る
。 

 

２
９ 

春
寒 
 

 
 

春

寒

し
ゅ
ん
か
ん 

 

寒
食
従
今
無
幾
日 

 

寒
食

か
ん
し
ょ
く 
今いま
よ
り 

幾
日

い
く
に
ち

も
無な
し
、 

梅
花
零
落
杏
花
開 

 

梅
花

ば

い

か

は 

零
落

れ
い
ら
く

し
て 

杏
花

き
ょ
う
か

は
開ひら
く
。 

春
寒
醸
雪
力
不
足 

 

春
寒

し
ゅ
ん
か
ん 

雪ゆき
を
醸かも
し
て 
力
ち
か
ら

足た
ら
ず
、 



二八 

却
向
黄
昏
成
雨
來 

 

却かえ
っ
て
黄
昏

こ
う
こ
ん

に
向むか
っ
て 

雨あめ
と
成な
り
て
來きた
る
。 

（
七
言
絶
句
・
上
平
声
十
灰
韻
） 

語
釈 

寒
食
＝
冬
至
後
百
五
日
目
に
あ
た
る
日
の
前
後
三
日
間
は
火
を
焚
く
こ
と
を
禁
じ
、
冷
た
い
も
の
を
食
べ
る
。
従
今
＝
今
従
う
。
無
幾

日
＝
幾
日
も
無
い
。
零
落
＝
草
木
が
枯
れ
凋
む
、
落
ち
ぶ
れ
て
淋
し
い
。
杏
花
開
＝
杏
の
花
が
開
く
。
春
寒
＝
春
ま
だ
寒
く
。
醸
雪
＝
醸
す
雪
。

却
向
＝
却
て
向
う
。
黄
昏
＝
た
そ
が
れ
、
日
暮
れ
。
成
雨
來
＝
雨
が
降
っ
て
来
た
。 

 

３
０ 

世
間 
 

 
 

世
間 

 

世
間
無
限
事
紛
紛 

 

世
間

せ

け

ん 
限
り
無
く 

事こと
は
紛
紛

ふ
ん
ぷ
ん

、 

耳
冷
如
今
百
厭
聞 

 

耳みみ
冷ひや
や
や
か
な
る 

如
今

じ
ょ
こ
ん 

百
ひ
ゃ
く

た
び
聞き
く
を
厭いと
う
。 

莫
笑
懶
慵
蘇
學
士 

 

笑わら
う
莫なか
れ 

懶
慵

ら
い
し
ょ
う 

學
士

が

く

し

蘇
よ
み
が
え

り
、 

総
将
家
政
付
朝
雲 

 

総すべ
て
将まさ
に 

家
政

か

せ

い 
朝
雲

ち
ょ
う
う
ん

に
付ふ
す
。 



二九 

（
七
言
絶
句
・
上
平
声
十
灰
韻
） 

語
釈 
世
間
＝
世
の
中
。
無
限
＝
限
り
が
無
い
。
事
紛
紛
＝
紛
ら
わ
し
い
事
。
耳
冷
＝
耳
に
冷
い
。
如
今
＝
い
ま
、
こ
の
頃
。
百
厭
聞
＝
厭
な

話
を
百
も
聞
く
。
莫
笑
＝
笑
う
で
な
い
。
懶
慵
＝
も
の
う
い
。
蘇
學
士
＝
勉
学
中
の
者
、
学
問
す
る
人
、
学
者
、
蘇
る
、
蘇
東
坡
の
こ
と
。
総

将
＝
総
大
将
、
総
て
将
に
。
家
政
＝
家
事
、
家
の
切
り
盛
り
。
付
朝
雲
＝
男
女
の
こ
と
に
付
す
。 

 

３
１ 

虫
声 

 
 

 

虫
の
声 

 

世
途
経
尽
幾

崚 
 

世
途

せ

い

と 

経へ
る
は

尽
こ
と
ご
と

く 

幾いく
そ
う

崚
り
ょ
う

、 

鐵
石
心
腸
冷
似
氷 

 

鐵
石

て
っ
せ
き 
心
腸

し
ん
ち
ょ
う 

冷
つ
め
た

き
こ
と
氷
こ
お
り

に
似に
た
り
。 

不
識
虫
声
亦
何
意 

 

識し
ら
ず
虫
声

ち
ゅ
う
せ
い 

亦ま
た
何なん
の
意い
ぞ
、 

向
人
猶
喚
磴
稜
稜 

 

人ひと
に
向むか
っ
て 
猶な
お
喚よぶ
ぶ
も 

磴とう
は
稜

稜

り
ょ
う
り
ょ
う

た
り
。 

（
七
言
絶
句
・
下
平
声
十
蒸
韻
） 



三〇 

語
釈 

世
途
＝
人
の
世
の
半
ば
を
。
経
尽
＝
経
て
尽
き
た
。
幾

崚
＝
幾
つ
か
の
崚
し
い
山
々
。
鐵
石
＝
鐵
と
石
、
志
な
ど
の
固
く
変
わ
ら
な

い
こ
と
。
心
腸
＝
心
と
腸
、
心
胆
。
冷
似
氷
＝
冷
い
氷
に
似
た
り
。
不
識
＝
知
ら
な
い
。
虫
声
＝
虫
の
声
。
亦
何
意
＝
亦
何
の
意
で
あ
ろ
う
か
。

向
人
＝
向
う
人
。
猶
喚
＝
猶
喚
く
。
磴
稜
稜
＝
磴
は
石
段
、
石
の
坂
、
稜
稜
は
角
、
厳
し
い
寒
さ
、
態
度
の
か
ど
ば
っ
て
正
し
い
さ
ま
、
威
厳

の
あ
る
さ
ま
。 

 

３
２ 

桃
源
圖 

二
首
之
一 
 

 

桃
源
の
圖 

 

慇
懃
迎
客
剪
畦
蔬 
 

慇
懃

い
ん
ぎ
ん 

客かく
を
迎むか
え
て 

畦
蔬

け

い

そ

を
剪
る
、 

醇
朴
渾
如
太
古
初 

 

醇
朴

じ
ゅ
ん
ぼ
く 

渾
如

こ
ん
に
ょ 

太
古

た

い

こ

の
初しょ
。 

唯
恨
漁
翁
没
文
字 

 

唯た
だ
恨うら
む 
漁ぎょ
翁おう 

文
字

も

ん

じ

を
没ぼつ
し
、 

不
求
秦
火
以
前
書 

 

秦
火

し

ん

か 

以
前

い

ぜ

ん

の 
書しょ
を
求もと
め
ず
。 

（
七
言
絶
句
・
上
平
声
六
魚
韻
） 



三一 

語
釈 

慇
懃
＝
ね
ん
ご
ろ
、
て
い
ね
い
、
憂
い
悼
む
さ
ま
、
よ
し
み
。
迎
客
＝
客
を
迎
へ
て
。
剪
畦
蔬
＝
畔
に
植
え
た
蔬
菜
を
摘
む
。
醇
朴
＝

人
情
が
厚
く
飾
り
気
が
な
い
。
渾
如
＝
す
べ
て
此
の
如
く
。
太
古
初
＝
太
古
の
初
。
唯
恨
＝
唯
恨
む
。
漁
翁
＝
魚
釣
り
の
老
人
。
没
文
字
＝
文

字
を
知
ら
な
い
。
学
問
を
止
め
て
し
ま
っ
た
。
不
求
＝
求
め
な
い
。
秦
火
＝
秦
の
始
皇
帝
が
民
間
の
書
物
を
焼
い
た
こ
と
。
以
前
書
＝
そ
れ
以

前
の
書
。 

  

３
３ 

宿
山
村 

 
 

 

山
村
に
宿
る 

池
桐
五
山 

名
孫 

字
無
絃 

讃
州
人 

四
山
堆
雪
玉
玲
瓏 
 

四
山

し

ざ

ん 

雪ゆき
は

堆
う
ず
た
か

し 

玉
ぎ
ょ
く

玲
瓏

れ
い
ろ
う

、 

月
落
荒
村
夜
色
空 

 

月つき
は
落お
ち
て 

荒
村

こ
う
そ
ん 

夜
色

や
し
ょ
く

の
空むな
し
。 

炬
火
隔
渓
紅
一
綫 

 

炬
火

き

ょ

か 

渓たに
を
隔へだ
て 

紅こう
一
綫 

巳
知
猟
手
到
寒
熊 

 

巳すで
に
知し
る 

猟
手

り
ょ
う
し
ゅ 

寒かん
熊ゆう
に
到いた
る
。 

（
七
言
絶
句
・
上
平
声
一
東
韻
） 



三二 

語
釈 

四
山
＝
四
方
の
山
、
堆
雪
＝
堆
積
し
た
雪
。
玉
玲
瓏
＝
玉
が
触
れ
合
っ
て
鳴
る
音
。
月
落
＝
月
は
落
ち
。
荒
村
＝
寒
村
。
夜
色
空
＝
夜

の
空
色
。
炬
火
＝
松
明
、
と
も
し
び
、
篝
火
。
隔
渓
＝
渓
を
隔
て
。
紅
一
綫
＝
紅
が
一
線
に
、
綫
は
線
の
別
字
。
巳
知
＝
巳
に
知
る
。
猟
手
＝

猟
の
手
段
、
猟
師
の
手
が
せ
ま
る
。
到
寒
態
＝
寒
態
に
到
る
。 

 

３
４ 

雨
中
観
蓮 

 
 

雨
中
蓮
を
観
る 

 

湖
光
無
意
為
人
容 
 

湖
光

こ

こ

う 

無
意
む

い 

人じん
容よう
を
為な
す
、 

十
里
空
濛
烟
雨
中 
 

十
里

じ
ゅ
う
り 

空
濛

く
う
も
う 

烟
雨

え

ん

う

の
中なか
。 

却
使
荷
花
學
西
子 

 

却かえ
っ
て 

荷
花
か

か

を
使
て 

西
子

せ

い

し

に
學まな
ぶ
、 

澹
粧
和
露
洗
嬌
紅 

 

澹
粧

た
ん
し
ょ
う 
露つゆ
に
和わ
し 

嬌
紅

き
ょ
う
こ
う

を
洗あら
う
。 

（
七
言
絶
句
・
上
平
声
一
東
韻
） 

語
釈 

湖
光
＝
湖
の
光
。
無
意
＝
意
無
く
、
な
ん
と
な
く
。
為
人
容
＝
人
の
か
た
ち
を
成
す
。
十
里
＝
遠
い
、
遠
く
。
空
濛
＝
小
雨
の
空
。
烟



三三 

雨
中
＝
雨
で
煙
る
中
、
靄
と
霧
の
中
。
却
使
＝
却
っ
て
。
荷
花
＝
蓮
の
花
。
學
西
子
＝
春
秋
時
代
周
の
人
を
い
う
、｛
詩
・
大
東
｝「
西
人
之
子
」

澹
粧
＝
薄
化
粧
。
和
露
＝
露
に
和
す
。
洗
嬌
紅
＝
艶
め
か
し
い
紅
を
洗
う
。 

 

３
５ 

梅
雨
晴 

 
 

梅
雨
晴
れ 

 

城
中
昨
夜
送
軽
雷 

 

城

中

じ
ょ
う
ち
ゅ
う 

昨
夜

さ

く

や 

軽
雷

け
い
ら
い

を
送おく
る 

日
氣

紅
暑
驟
開 
 

日
氣

に

っ

き 

紅こう
を
た

き 

驟にわ
か
に
暑
さ
を
開ひら
く 

巳
作
一
年
鹽
漬
計 
 

巳すで
に
作な
す 

一
年

い
ち
ね
ん 

鹽
漬

し
お
づ
け

の
計けい 

家
夜
芦
箔
晒
黄
梅 

 

家いえ
は
夜よ
る 

芦
箔

ろ

は

く

に 

黄
梅

こ
う
ば
い

を
晒さら
す 

（
七
言
絶
句
・
上
平
声
十
灰
韻
） 

語
釈 

城
中
＝
市
内
。
送
軽
雷
＝
雷
が
鳴
る
。
日
氣
＝
陽
気
。

紅
＝
焼
く
よ
う
な
紅
。
暑
驟
開
＝
暑
さ
俄
に
開
く
。
巳
作
＝
巳
に
作
る
。
鹽

漬
計
＝
鹽
漬
に
す
る
。
家
夜
＝
夜
の
家
。
芦
箔
＝
芦
の
簾
。
晒
黄
梅
＝
黄
梅
を
晒
す
。 



三四 

 
３
６ 

海
上
観
月 

 
 

海
上
月
を
観
る 

 

海
若
自
誇
心
匠
工 

 

海かい
若
じ
ゃ
く 

自
み
ず
か

ら
誇ほこ
る 

心しん
匠
し
ょ
う

の
工
た
く
み

、 
 

銀
濤
輾
出
廣
寒
宮 

 

銀
濤

ぎ
ん
と
う 

輾きし
み
出で
る 

廣
寒
宮

こ
う
か
ん
き
ゅ
う

。 

機
関
只
有
魚
龍
覚 

 

機
関

き

か

ん 

只ただ
有あ
り 

魚
龍

ぎ
ょ
り
ゅ
う

覚さと
す
、 

不
到
人
間
注
視
中 
 

人
間

じ
ん
か
ん 

到いた
ら
ず 

注
視

ち
ゅ
う
し

の
中うち
。 

（
七
言
絶
句
・
上
平
声
一
東
韻
） 

語
釈 

海
若
＝
海
の
神
の
名
。
自
誇
＝
自
を
誇
る
。
心
匠
工
＝
心
匠
の
工
。
銀
濤
＝
銀
の
波
濤
。
輾
出
＝
め
ぐ
り
出
る
。
廣
寒
宮
＝
月
の
世
界
、

月
の
宮
殿
。
機
関
＝
か
ら
く
り
、
伝
達
活
動
の
装
置
を
も
っ
た
機
械
。
魚
龍
覚
＝
魚
や
龍
、
鱗
の
あ
る
動
物
と
お
ぼ
し
き
。
不
到
＝
到
ら
ず
。

注
視
中
＝
注
目
の
中
。 

 



三五 

３
７ 

風
梅 

 
 

 

風
梅 

 

群
仙
宴
罷
下
天
壇 

 

群
仙

ぐ
ん
せ
ん 

宴えん
罷や
み 

天
壇

て
ん
だ
ん

を
下くだ
る
、 

玉
袂
瓊
裾
翻
曉
寒 

 

玉
袂

ぎ
ょ
く
け
つ 

瓊
裾

け
い
き
ょ 

曉
寒

ぎ
ょ
う
か
ん

に

翻
ひ
る
が
え

る
。 

風
駟
躡
虚
人
不
會 

 

風
駟

ふ

う

し 

躡
虚

じ
ょ
う
き
ょ 

人ひと
は
會かい
せ
ず
、 

眼
凡
只
做
落
梅
看 

 

眼
凡

が
ん
ぼ
ん 

只た
た
做な
す 

落
梅

ら
く
ば
い

を
看み
る
。 

（
七
言
絶
句
・
上
平
声
十
四
寒
韻
） 

語
釈 

群
仙
＝
大
勢
の
仙
人
。
宴
罷
＝
宴
を
罷
め
下
天
壇
＝
天
壇
に
下
る
。
玉
袂
＝
玉
の
袂
。
瓊
裾
＝
瓊
の
裾
。
翻
曉
寒
＝
寒
い
曉
に
翻
る
。

風
駟
＝
風
を
切
る
四
頭
立
て
の
馬
車
。
躡
虚
＝
虚
に
踏
む
。
人
不
會
＝
人
に
會
は
ず
。
眼
凡
＝
平
凡
な
眼
。
只
做
＝
只
做
す
、
作
す
。
落
梅
看

＝
落
梅
を
看
る
。 

 

３
８ 

春
水 

 
 

春
水 



三六 

波
多
橘
州 

名
徴 

字
縁
あ 

京
師
人 

溶
溶
春
漲
没
磯
頭 

 

溶
溶

よ
う
よ
う 

春はる
漲
み
な
ぎ

り
て 

磯
頭

き

と

う

は
没ぼっ
す
、 

罷
釣
帰
來
雨
満
舟 

 

釣つり
を
罷や
め 

帰かえ
り
來きた
た
る 

雨あめ
は
舟
に
満
つ
。 

却
憶
今
朝
維
纜
処 

 

却
か
え
っ

て
憶おも
う 

今
朝

こ
ん
ち
ょ
う 

纜
と
も
づ
な

を
維つな
ぎ
し
処
と
こ
ろ

、 

垂
楊
宛
在
水
中
流 

 

垂
楊

す
い
よ
う 

宛さな
が
ら 

水
中

す
い
ち
ゅ
う

の
流なが
れ
に
在あ
り
。 

（
七
言
絶
句
・
上
平
声
十
四
寒
韻
） 

語
釈 

溶
溶
＝
広
大
な
さ
ま
、
心
・
水
そ
の
他
を
廣
く
形
容
す
る
。
春
漲
＝
春
が
漲
る
。
没
磯
頭
＝
磯
の
頭
が
没
す
。
釣
＝
罷
釣
を
罷
る
。
帰

來
＝
帰
っ
て
来
る
。
雨
満
舟
＝
雨
が
舟
に
満
ち
る
。
却
憶
＝
却
て
憶
う
。
維
纜
処
＝
纜
を
繋
い
だ
処
。
垂
楊
＝
垂
れ
た
楊
。
宛
在
＝
あ
た
か
も

在
り
。
水
中
流
＝
水
の
流
れ
の
中
に
。 

 

３
９ 

題
画 

 
 

画
に
題
す 

原
九
節
二 



三七 

雨
餘
紅
日
曉

朧 
 

雨
餘
う

よ 

紅
日

こ
う
じ
つ 

曉
あ
か
つ
き

の
ど
う

朧ろう
、 
残
澑
繞
簷
墜
細
風 

 

残
澑

ざ
ん
り
ゅ
う 

簷えん
を
繞めぐ
り
て 

細
風

さ
い
ふ
う

に
墜お
ち
。 

人
在
画
楼
春
睡
起 

 

人ひと
は
在あ
り
て 

画
楼

が

ろ

う

に 

春
睡

し
ゅ
ん
す
い

起おこ
る
、 

賣
花
声
巳
過
牆
東 

 

賣
花

ば

い

か

の
声こえ 

巳すで
に
牆
東

し
ょ
う
と
う

を
過よぎ
る
。 

（
七
言
絶
句
・
上
平
声
一
東
韻
） 

語
釈 

雨
餘
＝
雨
後
。
紅
日
＝
太
陽
。
曉

朧
＝
曉
の
朝
日
の
輝
き
初
め
る
さ
ま
。
残
澑
＝
残
留
。
繞
簷
＝
軒
を
め
ぐ
り
。
墜
細
風
＝
細
風
が

墜
ち
る
。
人
在
＝
人
は
在
り
。
画
楼
＝
画
く
楼
閣
、
画
廊
。
春
睡
起
＝
春
の
睡
が
起
る
。
賣
花
＝
花
賣
り
。
声
巳
＝
声
巳
に
。
過
牆
東
＝
垣
根

の
東
を
過
ぎ
る
。 

 

喚
晴
喚
雨

鴣
啼 

 

晴はれ
を
喚よ
び 
雨あめ
を
喚よ
び
て
ぼ
っ

鴣こ 

啼な
く
、 

刺
水
新
秧
緑
未
齊 

 

新
秧

し
ん
お
う

を 

水みず
に
刺さ
し
て 

緑
み
ど
り

未いま
だ
齊ひと
し
か
ら
ず
。 

人
与
耕
牛
分
路
返 

 

人ひと
と 

耕
牛

こ
う
ぎ
ゅ
う

と 

路みち
を
分わ
け
て
返かえ
る
、 



三八 

暮
花
明
照
竹
林
西 

 

暮
花
ぼ

か 

明あき
ら
か
に
照てら
す 

竹
林

ち
く
り
ん

の
西にし
。 

（
七
言
絶
句
・
上
平
声
八
斉
韻
） 

 

語
釈 

喚
晴
＝
晴
れ
て
喚
き
。
喚
雨
＝
雨
で
喚
く
。

鴣
啼
＝

鴣
が
啼
く
、
カ
ッ
コ
鳥
か
。
刺
水
＝
刺
す
水
、
冷
た
い
水
。
新
袂
＝
新
し
い

苗
。
緑
未
齊
＝
緑
色
に
揃
っ
て
い
な
い
。
耕
牛
＝
耕
す
牛
。
分
路
返
＝
路
を
分
れ
て
返
え
る
。
暮
花
＝
暮
の
花
。
明
照
＝
明
る
く
照
す
。
竹
林

西
＝
竹
林
の
西
。 

４
０ 

題
画 

原
三 
 

 

画
に
題
す 

田
竹
田 

名
孝
憲 

字
君
契 
豊
後
人 

終
日
無
人
相
往
還 

 

終
日

し
ゅ
う
じ
つ 

人
の
相あ
い 

往
還

お
う
か
ん

す
る
無
し
、 

乱
烟
満
地
掩
柴
関 

 

乱
烟

ら
ん
え
ん 

満
地

ま

ん

ち 

柴
関

さ
い
か
ん

を
掩おお
う
。 

誰
知
世
上
難
行
處 

 

誰だれ
か
知し
ら
ん 
世
上

せ
じ
ょ
う 

行
き
難
き
處
と
こ
ろ

、 

不
在
山
村
風
雨
間 

 

山
村

さ
ん
そ
ん 

風
雨

ふ

う

う

の 

間かん
に
在あ
ら
ざ
ら
ん
。 



三九 

（
七
言
絶
句
・
上
平
声
十
五
刪
韻
） 

語
釈 
終
日
＝
一
日
中
。
無
人
＝
人
は
無
く
。
相
往
還
＝
往
き
還
り
の
道
。
乱
烟
＝
靄
が
煙
り
。
満
地
＝
地
に
満
る
。
掩
柴
関
＝
柴
関
を
掩
う
。

誰
知
＝
誰
か
知
る
。
世
上
＝
世
間
。
難
行
處
＝
難
行
の
處
。
不
在
＝
在
ら
ず
。
山
村
＝
寒
村
。
風
両
間
＝
関
の
両
方
の
風
。（
田
能
村
竹
田
） 

 

浮
利
浮
名
不
至
身 

 

浮
利
ふ

り 

浮
名

ふ

め

い 

身み
に
至いた
ら
ず
、 

撈
蝦
捕
蟹
埜
渓
濱 

 

蝦えび
を
撈ろう
し 

蟹かに
を
捕とら
え 

埜
渓

や

け

い

の
濱ひん
。 

釣
竿
帯
得
卓
然
立 
 

釣
竿

ち
ょ
う
か
ん 

帯お
び
得え
て 

卓
然

た
く
ぜ
ん

と
立た
つ
、 

我
是
芦
花
世
界
人 
 

我われ
は
是こ
れ 

芦
花
ろ

か 

世
界

せ

か

い

の
人ひと
。 

（
七
言
絶
句
・
上
平
声
十
一
真
韻
） 

語
釈 

浮
利
＝
利
に
浮
か
れ
。
浮
名
＝
名
に
浮
れ
る
。
不
至
身
＝
至
ら
な
い
身
。
撈
蝦
＝
蝦
を
捉
え
。
捕
蟹
＝
蟹
を
捕
え
る
。
埜
渓
濱
＝
野
川

の
辺
、
濱
。
釣
竿
帯
得
＝
釣
竿
を
携
帯
し
て
。
卓
然
立
＝
高
く
抜
き
ん
で
て
立
っ
て
い
る
さ
ま
。
芦
花
＝
芦
の
花
。
世
界
人
＝
世
の
中
の
人
。 

 



四〇 

４
１ 

画
牡
丹 

 
 

牡
丹
を
画
く 

 

春
殿
朝
休
玉
佩
虚 

 

春
し
ゅ
ん

殿でん 

朝

休

ち
ょ
う
き
ゅ
う 

玉
佩

ぎ
ょ
く
ば
い

も
虚むな
し
、 

幾
重
花
影
厭
階
除 

 

幾
重

い

く

え

の 

花
影

か

え

い 

階かい
除じょ
を
厭いと
う
。 

唯
因
天
子
真
堯
舜 

 

唯た
だ
天
子

て

ん

し

に
因よ
り 

真しん
に
堯

舜

ぎ
ょ
う
し
ゅ
ん

、 

一
向
無
人
上
諌
書 

 

一
向

い
っ
こ
う 

無
人

む

じ

ん 

諌
書

か
ん
し
ょ

を

上
た
て
ま
つ

る
。 

（
七
言
絶
句
・
上
平
声
十
一
真
韻
） 

語
釈 

春
殿
＝
春
の
殿
中
。
朝
休
＝
朝
参
を
休
む
。
玉
佩
＝
玉
を
佩
し
て
も
虚
し
い
。
幾
重
＝
幾
重
に
も
。
花
影
＝
花
の
影
。
厭
階
除
＝
階
を

除
け
て
厭
が
る
、
昇
殿
を
厭
が
る
。
唯
因
＝
唯
因
に
。
天
子
＝
天
皇
、
主
上
。
真
堯
舜
＝
真
に
堯
舜
。
一
向
＝
一
向
に
無
人
＝
人
無
し
。
上
諌

書
＝
諫
書
を
上
る
、
奉
る
。 

 

４
２ 

題
自
画
漁
父 

 
 

自
画
漁
父
に
題
す 



四一 

二
首
為 

中
嶋
子
子 

近
江
州
人 

節
一 

喚
月
喚
風
酒
可
沽 

 

月つき
を
喚よ
び 

風かぜ
を
喚よ
ん
で 

酒さけ
を
沽こ
う
可べ
し
、 

一
家
将
去
宿
芦
蒲 

 

一
家

い

っ

か 

将まさ
に
去さ
り
て 

芦
蒲
ろ

ほ

に
宿やど
る
。 

琵
琶
湖
上
三
万
頃 

 

琵
琶
び

わ

の 

湖
上

こ
じ
ょ
う 

三
万

さ
ん
ま
ん

頃けい
、 

不
属
王
侯
属
漁
父 

 

王
侯

お
う
こ
う

に 

属ぞく 

漁
父

り
ょ
う
ふ

に
属ぞく
。 

（
七
言
絶
句
・
上
平
声
七
虞
韻
） 

語
釈 

喚
月
＝
月
を
喚
び
。
喚
風
＝
風
を
喚
ぶ
。
酒
可
沽
＝
酒
を
買
う
べ
し
。
将
去
＝
将
に
去
り
。
宿
芦
蒲
＝
芦
蒲
の
宿
。
琵
琶
湖
上
＝
琵
琶

湖
上
。
三
万
頃
＝
三
十
町
歩
。
頃
は
面
積
の
単
位
、
百
畝
の
こ
と
。
不
属
＝
届
か
ず
。
王
侯
＝
王
と
諸
侯
。
属
漁
夫
＝
漁
夫
の
仲
間
。 

 

４
３ 

班

圖 
 

班はん
し
ょ
う
よ

圖ず 

 

魚
鑰
沈
沈
深
掩
門 

 

魚
鑰

ぎ
ょ
や
く 

沈
沈

ち
ん
ち
ん 

深ふか
く
門もん
を
掩おお
う 



四二 

竹
煙
桐
月
易
黄
昏 

 

竹
煙

ち
く
え
ん 

桐
月

と
う
げ
つ 

黄
昏

こ
う
こ
ん

に
な
り
易やす
し 
李
夫
人
病
名
妃
嫁 

 

李
夫
り

ふ

人じん
の
病
や
ま
い 

名めい
妃き
の
嫁とつ
ぎ 

秋
扇
弁
捐
猶
是
恩 

 

秋
扇

し
ゅ
う
せ
ん 

弁
ま
え
て
猶な
を 

是これ
の
恩
め
ぐ
み

を
捐す
つ 

 
 

（
七
言
絶
句
・
上
平
声
十
三
元
韻
） 

語
釈 

魚
鑰
＝
鍵
、
錠
前
。
沈
沈
＝
チ
ン
チ
ン
鍵
の
鳴
る
音
。
深
掩
門
＝
門
を
掩
い
て
深
し
。
竹
煙
＝
竹
に
煙
る
。
桐
月
＝
月
に
桐
。
易
黄
昏

＝
た
そ
が
れ
。
李
夫
人
病
＝
李
夫
人
の
病
。
名
妃
嫁
＝
名
妃
の
嫁
ぎ
。
秋
扇
＝
秋
の
扇
、
転
じ
て
不
要
に
な
っ
た
も
の
の
例
え
、
愛
さ
れ
な
く

な
っ
た
女
の
例
え
。
弁
捐
＝
わ
き
ま
え
て
捨
て
る
、
除
き
去
る
。
猶
是
恩
＝
猶
是
れ
恩
。
班

＝
漢
の
成
帝
の
宮
女
で
、
女
流
詩
人
、

は
官
名
で
そ
の
作
「
怨
歌
行
」
は
有
名
。 

 

４
４ 

秋
蝶 
 

四
首
之
一 

 
 

秋
蝶 

 

粉
涙
香
残
翠
黛
傷 

 

粉
涙

ふ
ん
る
い 

香こう
残ざん 

翠すい
黛たい
の
傷きず
、 



四三 

直
當
喚
汝
作
秋
娘 

 

直ただ
ち
に
當まさ
に 

汝
な
ん
じ

を
喚よ
ん
で 

秋

娘

し
ゅ
う
じ
ょ
う

を
作な
さ
ん
。 
惜
哉
近
日
好
詩
手 

 

惜おし
む
哉かな 

近
日

き
ん
じ
つ 

好
詩

こ

う

し

手
し
ゅ
う

、 

不
見
楊
州
薄
倖
郎 

 

見み
ず 

楊
州

よ
う
し
ゅ
う 

薄
倖

は
っ
こ
う

の
郎ろう
。 

（
七
言
絶
句
・
下
平
声
七
陽
韻
） 

語
釈 

粉
涙
＝
い
ろ
ど
る
涙
。
香
残
＝
香
が
残
る
。
翠
黛
も
傷
し
。
＝
直
當
＝
直
當
た
る
。
喚
く
汝
。
＝
作
秋
娘
＝
謝
秋
娘
、
杜
秋
娘
、
と
い

う
美
人
の
名
、
転
じ
て
一
般
に
美
人
の
こ
と
、
年
を
と
り
容
色
の
衰
え
た
女
の
こ
と
。
惜
哉
＝
惜
し
む
哉
。
近
日
＝
近
い
日
。
好
詩
手
＝
好
詩

手
。
不
見
＝
見
ず
。
楊
州
＝
楊
の
州
。
薄
倖
郎
＝
不
幸
せ
、
不
運
な
男
。 

 

媚
態
嬌
容
更
似
多 

 

媚
態

び

た

い 
嬌
容

き
ょ
う
よ
う 

更さら
に
多おお
く
の
似ごと
し
、 

軽
軽
雙
翅
剪
秋
羅 

 

軽
軽

け
い
け
い 

雙
翅

そ

う

し 

秋
し
ゅ
う

羅ら
を
剪き
る
。 

聞
他
織
女
能
相
妬 

 

他た
に
聞き
く 

織
女

し
ょ
く
じ
ょ 

能よ
く
相あ
い
妬ねた
み
、 

休
向
牽
牛
花
上
過 

 

休いこ
い
て
牽けん
牛
ぎ
ゅ
う

に
向むか
い
て 
花
上

か
じ
ょ
う

を
過よぎ
る
。 



四四 

（
七
言
絶
句
・
下
平
声
五
歌
韻
） 

語
釈 
媚
態
＝
媚
び
る
さ
ま
、
艶
め
か
し
い
よ
う
す
。
嬌
容
＝
美
し
い
姿
、
艶
め
か
し
い
姿
。
更
似
多
＝
更
に
似
る
多
し
。
軽
軽
＝
軽
軽
し
く
。

雙
翅
＝
二
つ
の
翼
、
羽
。
剪
秋
羅
＝
秋
に
着
る
う
す
ぎ
ぬ
。
聞
他
＝
他
に
聞
く
。
織
女
＝
機
織
り
女
、
星
の
名
、
天
の
川
の
東
に
あ
っ
て
陰
暦

七
月
七
日
の
夜
、
天
の
川
を
渡
っ
て
牽
牛
星
に
合
う
と
い
う
伝
説
が
あ
る
。
能
相
妬
＝
能
く
相
妬
く
。
休
向
＝
休
ん
で
向
う
、
憩
う
て
向
か
う
。

牽
牛
＝
牽
牛
星
。
花
上
過
＝
花
上
を
過
る
。 

 

４
５ 

送
春 
 

 

送
春 

秦
菱
湖 

名
大
任 

字
致
遠 
越
後
新
潟
人 

蜂
狂
蝶
乱
若
為
情 

 

蜂
狂

ほ
う
き
ょ
う 

蝶
乱

ち
ょ
う
ら
ん 

若
じ
ゃ
く

為い
の
情
こ
こ
ろ

ぞ
、 

春
事
匆
匆
別
恨
成 

 

春
事

し
ゅ
ん
じ 

匆
匆

そ
う
そ
う 

 

別
恨

べ
つ
こ
ん

を
成な
す
。 

維
有
黄
鶏
解
人
意 

 

維た
だ
黄
鶏

こ
う
け
い

の
人ひと
の 
意い
を
解かい
す
有あ
り
、 

落
花
枝
上
不
停
声 

 

落
花

ら

っ

か

の
枝
上

し
じ
ょ
う 

声こえ
を
停とど
め
ず
。 



四五 

（
七
言
絶
句
・
下
平
声
八
庚
韻
） 

語
釈 
蜂
狂
＝
蜂
は
狂
い
。
蝶
乱
＝
蝶
は
乱
れ
る
。
若
為
情
＝
若
さ
の
為
す
情
。
春
事
＝
春
の
事
、
春
の
耕
作
の
仕
事
。
匆
匆
＝
早
々
と
。
別

恨
成
＝
別
れ
を
恨
み
成
す
。
維
有
＝
こ
れ
有
り
。
黄
鶏
＝
黄
色
の
鶏
。
解
人
意
＝
人
の
意
を
解
す
。
不
停
声
＝
声
停
ま
ら
ず
。 

 

４
６ 

落
霜
紅 

 
 

落
霜
紅 

 

冷
枝
疎
痩
葉
将
無 
 

冷
枝

れ

い

し 

疎
痩

そ

そ

う 

葉は
は
将まさ
に
無な
し
、 

還
向
窓
前
綴
火
珠 
 

還
た
窓
前

そ
う
ぜ
ん

に
向
っ
て 

火
珠

か

し

ゅ

を
綴つづ
る
。 

遙
想
昔
年
王

宅 
 

遙
は
る
か

に
想おも
う 

昔
年

せ
き
ね
ん 

王おう
が
い

の
宅たく
、 

石
郎
悪
戯
撃
珊
瑚 

 

石
郎

せ
き
ろ
う 

悪
戯

あ

く

ぎ 

珊
瑚

さ

ん

ご

で
撃う
つ
。 

（
七
言
絶
句
・
上
平
声
七
虞
韻
） 

語
釈 

冷
枝
＝
冷
い
枝
。
疎
痩
＝
痩
せ
て
疎
ら
な
。
葉
将
無
＝
葉
は
将
に
無
い
。
還
向
＝
還
っ
て
向
う
。
窓
前
＝
窓
の
前
。
綴
火
珠
＝
朱
色
の



四六 

真
珠
の
綴
り
。
遙
想
＝
遙
に
想
う
。
昔
年
＝
昔
。
王

宅
＝
王

と
い
う
人
の
宅
、

は
や
わ
ら
ぐ
、
楽
し
む
、
安
ら
か
。
石
郎
＝
石
の
郎
、

石
を
投
げ
る
男
か
。
悪
戯
＝
い
た
ず
ら
、
ふ
ざ
け
て
。
撃
珊
瑚
＝
珊
瑚
で
打
つ
。 

 

４
７ 

題
山
水
圖 

 

原
九
節
四 

 

山
水
の
圖
に
題
す 

貫
名
海
屋 

名
包 

字
茂 

河
彼
人 

春
寒
花
荒
未
飛
香 

 

春
寒

し
ゅ
ん
か
ん 

花はな
は
荒す
さ
み 

未いま
だ
香こう
を
飛と
ば
さ
ず
、 

山
氣
自
然
経
雨
芳 
 

山
氣

さ

ん

き 

自
然

し

ぜ

ん 

雨あめ
を
経へ
て
芳
か
ん
ば

し
。 

繞
屋
千
竿
不
虚
設 
 

屋おく
を
繞めぐ
る 

千
竿

せ
ん
か
ん 

虚きょ
設せつ
せ
ず
、 

幽
人
早
課
聴
鶯
簧 

 

幽
人

ゆ
う
じ
ん 
早つと
に
課か
し
て 

鶯
簧

お
う
こ
う

を
聴き
く
。 

（
七
言
絶
句
・
下
平
声
七
陽
韻
） 

語
釈 

春
寒
＝
春
の
寒
さ
。
花
荒
＝
花
は
れ
て
。
未
飛
香
＝
香
は
ま
だ
飛
ば
な
い
。
山
氣
＝
山
の
氣
。
経
雨
芳
＝
雨
を
経
て
芳
し
。
繞
屋
＝
家

を
め
ぐ
る
、
千
竿
＝
沢
山
な
竹
、
竿
。
不
虚
設
＝
虚
し
く
設
け
な
い
。
幽
人
＝
隠
者
。
早
課
＝
早
く
か
ら
の
日
課
。
聴
鶯
簧
＝
鶯
の
声
を
な
ぞ



四七 

ら
え
て
聞
く
。 

繞
わ
る
。 

 

霏
霏
渓
霧
落
晴
湾 

 

霏
霏
ひ

ひ

た
り 

渓けい
の
霧む 

晴せい
湾わん
に
落お
ち
、 

林

斜
蔵
屋
数
間 

 

林りん
え
つ 

斜
な
な
め

に
屋おく
の 

数
間

す
う
け
ん

に
蔵ぞう
す
。 

有
客
載
詩
殊
未
進 

 

客かく
は
有あ
り 

詩
を
載
せ
て 

殊こと
さ
ら
に
未いま
だ
進すす
ま
ず
、 

満
舫
秋
思
弄
淙
潺 
 

満
舫

ま
ん
ほ
う

の 

秋
し
ゅ
う

思し 

淙
潺

そ
う
せ
ん 

を
弄ろう
す
。 

（
七
言
絶
句
・
下
平
声
七
陽
韻
） 

語
釈 

霏
霏
＝
雨
や
雪
が
し
き
り
に
降
る
さ
ま
。
渓
霧
＝
渓
の
霧
。
落
晴
湾
＝
湾
に
晴
れ
て
落
る
。
林

＝
林
の
木
陰
。
斜
蔵
＝
斜
に
蔵
す
。

屋
数
間
＝
数
軒
の
家
。
有
客
＝
客
有
り
。
載
詩
＝
詩
を
載
せ
る
。
殊
未
進
＝
殊
に
進
ま
な
い
。
満
舫
＝
舫
に
満
ち
る
、
舟
。
秋
思
＝
秋
に
思
う
。

弄
淙
潺
＝
水
の
さ
ら
さ
ら
と
流
れ
る
音
と
遊
ぶ
。 

 



四八 

垂
楊
湾
外
雨
初
晴 

 

垂
楊

す
い
よ
う 

湾
外

わ
ん
が
い 

雨あめ
初はじ
め
て
晴は
る
、 
一
夜
春
江
新
漲
声 

 

一
夜

い

ち

や 

春
江

し
ゅ
ん
こ
う 

新しん
漲
ち
ょ
う

の
声こえ
。 

 

獨
倚
層
軒
看
曉
色 

 

獨ひと
り
層
軒

そ
う
け
ん

に
倚よ
り 

曉

色

ぎ
ょ
う
し
ょ
く

を
看み
る
、 

漁
人
艇

麹
塵
行 

 

漁
人

り
ょ
う
じ
ん 

艇てい
を
ろ
う

し 

麹
塵

き
く
じ
ん

行い
く
。 

（
七
言
絶
句
・
下
平
声
八
庚
韻
） 

語
釈 

垂
楊
＝
垂
れ
た
楊
。
湾
外
＝
湾
の
外
。
春
江
＝
春
の
川
。
新
漲
声
＝
新
し
く
漲
る
声
。
獨
倚
＝
獨
り
依
り
か
か
る
。
層
軒
＝
軒
を
重
ね

て
、
連
ね
て
。
看
曉
色
＝
曉
色
を
看
る
。
漁
人
＝
漁
師
、
釣
り
人
。
艇

＝
舟
艇
を
拾
い
、
雇
っ
て
。
麹
塵
行
＝
麹
の
塵
を
行
く
、
酒
の
塵
を

行
く
、
酒
を
飲
み
な
が
ら
行
く
。 

 

江
村
夜
静
夢
還
驚 

 

江
村

こ
う
そ
ん 

夜よる
静しす
か
に 

夢ゆめ
還ま
た
驚
お
ど
ろ

き
、 

窓
外

竹
掀
声 

 

窓
外

そ
う
が
い 

さ
い
さ
い 
竹たけ
の
掀
声

き
ん
せ
い

。 

玉
笠
銀
蓑
何
処
叟 

 

玉

笠

ぎ
ょ
く
り
ゅ
う 

銀
蓑

ぎ
ん
す
い 

何
処

い

ず

こ

の
叟
お
き
な

、 



四九 

凌
晨
先
我
釣
清
寒 

 

凌
晨

り
ょ
う
し
ん 

先さき
し
て
我われ
は 

清
寒

せ
い
か
ん

に
釣つ
る
。 

（
七
言
絶
句
・
上
平
声
十
四
寒
韻
） 

語
釈 

江
村
＝
川
辺
の
村
。
夜
静
＝
夜
は
静
か
。
夢
還
驚
＝
夢
が
さ
め
驚
く
。
窓
外
＝
窓
の
外
。

＝
篩
い
。
竹
掀
声
＝
竹
を
持
ち
上
げ
る

声
。
玉
笠
＝
玉
の
笠
。
銀
蓑
＝
銀
の
蓑
。
何
処
叟
＝
何
処
の
叟
。
凌
晨
＝
晨
を
凌
ぐ
。
釣
清
寒
＝
清
寒
に
釣
る
。 

 

４
８ 

春
曉 

 
 

 

春
曉 

琴
春
樵 

名
希
声 

字
延
調 

近
江
人 

幾
回
欲
起
起
猶
遅 
 

幾
回

い
く
か
い

か 

起お
き
ん
と
欲ほっ
す
る
も 

猶な
お
遅おそ
く
起お
き
、 

想
到
前
霄
未
了
詩 

 

想おも
い
到いた
る 

前ぜん
霄
し
ょ
う 

未いま
だ
詩し
は
了おわ
ら
ず
。 

不
分
山
妻
惜
花
落 

 

分わ
け
ず 
山
妻

さ
ん
さ
い 

花はな 

落おち
る
を
惜お
し
む
、 

急
開
窓
戸
報
儂
知 

 

急いそ
ぎ
て
窓
戸

そ

う

こ

を
開ひら
き 

儂わし
に
報しら
せ
て
知し
る
。 

（
七
言
絶
句
・
上
平
声
四
支
韻
） 



五〇 

語
釈 

幾
回
＝
幾
回
、
何
回
。
欲
起
＝
起
き
ん
と
欲
す
、
起
き
よ
う
と
す
る
。
起
猶
遅
＝
猶
遅
く
起
る
。
想
到
＝
想
い
到
る
。
前
霄
＝
前
の
霄
。

未
了
詩
＝
了
ら
な
い
詩
。
不
分
＝
分
け
ず
。
山
妻
＝
山
の
妻
。
惜
花
落
＝
花
落
る
を
惜
し
む
。
急
開
＝
急
に
開
く
。
窓
戸
＝
窓
と
戸
。
報
儂
知

＝
儂
知
る
報
せ
。 

 

４
９ 

阿
漕
浦 

 
 

阿
漕
浦 

 

佛
燈
一
点
影
残
闌 
 

佛
燈

ぶ
っ
と
う

の 

一
点

い
っ
て
ん 

影かげ
残のこ
り
て

闌
た
け
な
わ

、 

海
氣
吹
腥
飛
雨
寒 
 

海
氣

か

い

き 

吹ふ
い
て

腥
な
ま
ぐ
さ

く 

飛
雨
ひ

う

寒さむ
し
。 

想
得
当
年
如
此
夜 

 

想おも
い
得う
る 

当
年

と
う
ね
ん 

此こ
の
夜よ
の
如ごと
き
、 

孤
舟
提
網
上
雪
灘 

 

孤
舟

こ
し
ゅ
う 

網あみ
を
提あ
げ
て 

雪せつ
灘なだ
に
上あが
る
。 

（
七
言
絶
句
・
上
平
声
十
寒
支
韻
） 

語
釈 

佛
燈
＝
佛
壇
の
燈
。
＝
一
点
影
＝
一
点
の
影
。
残
闌
＝
残
り
闌
。
海
氣
＝
海
の
氣
。
吹
腥
＝
吹
き
腥
い
。
飛
雨
寒
＝
飛
ぶ
雨
が
寒
い
。



五一 

想
得
＝
想
い
得
る
。
当
年
＝
そ
の
年
。
如
此
夜
＝
此
の
夜
の
如
く
。
孤
舟
＝
一
艘
の
舟
。
提
網
＝
網
を
提
げ
て
。
上
雪
灘
＝
雪
の
灘
を
上
る
。 

 
嗟
呼
亭
花
下
作 

 
 

嗟
呼
亭
花
下
の
作 

 

煙
霞
盟
主
去
何
之 

 

煙
霞

え

ん

か 

盟
主

め
い
し
ゅ 

去さ
っ
て
何いず
く
に
か
之ゆ
か
ん
、 

 

詩
酒
管
絃
蹤
巳
非 

 

詩
酒

し

し

ゅ 

管
絃

か
ん
げ
ん 

蹤あと
巳すで
に
非ひ
た
り
。 

唯
有
櫻
花
長
献
媚 
 

唯た
だ
有あ
り 

櫻
花

お

う

か 

媚び
を
献けん
ず
こ
と
長なが
く
、 

春
風
吹
発
又
吹
飛 
 

春
風

し
ゅ
ん
ぷ
う 

吹ふ
い
て
発ひら
き 

又ま
た
吹ふ
き
て
飛と
ぶ
。 （

七
言
絶
句
・
上
平
声
五
微
韻
） 

語
釈 

煙
霞
＝
煙
と
霞
、
靄
と
霞
。
盟
主
＝
諸
侯
を
集
結
さ
せ
て
同
盟
締
結
の
頭
と
な
る
。
去
何
之
＝
何
ん
で
之
去
る
。
詩
酒
＝
詩
と
酒
。
管

絃
＝
管
は
笛
、
絃
は
琴
。
蹤
巳
非
跡
は
す
で
に
な
い
。
唯
有
＝
唯
有
る
。
櫻
花
＝
櫻
の
花
。
長
献
媚
＝
し
な
や
か
な
美
し
さ
を
献
じ
る
こ
と
長

し
。
春
風
＝
東
風
。
吹
発
＝
吹
き
開
く
、
咲
く
。
又
吹
飛
＝
又
吹
き
飛
ぶ
。 



五二 

 

５
０ 

雪
夜
宿
漁
家 

二
首
之
一 

 
 

雪
の
夜
漁
家
の
宿 

島
稜
隠 

名
規 

字
景
寛 

京
師
人 

江
村
路
没
雪
逾
加 

 

江
村

こ
う
そ
ん 

路みち
は
没ぼっ
し 

雪ゆき
逾いよ
い
よ
加くわ
わ
り
、 

乞
宿
立
門
蓑
似
花 

 

宿やど
を
乞こ
い 

門もん
に
立た
て
ば 

蓑みの
は
花はな
に
似に
た
り
。 

一
点

燈
人
結
綱 

 

一
点

い
っ
て
ん 

ぼ
う

燈とう 

人ひと
綱つな
を
結むす
ぶ
、 

初
知
此
際
是
漁
家 
 

初はじ
め
て
知し
る 

此こ
の
際さい 

是こ
れ
漁
家

ぎ

ょ

か

。 

（
七
言
絶
句
・
下
平
声
六
麻
韻
） 

語
釈 

江
村
＝
川
辺
の
村
。
路
没
＝
路
は
没
し
。
雪
逾
加
＝
雪
は
越
え
て
加
わ
る
。
乞
宿
＝
宿
を
乞
う
。
立
門
＝
に
立
つ
。
蓑
似
花
＝
蓑
に
似

た
花
。
一
点
＝

燈
＝
灯
り
、
明
か
り
。
人
結
綱
＝
人
を
結
ぶ
綱
。
初
知
＝
初
め
て
知
る
。
此
際
＝
此
の
際
。
是
漁
家
＝
是
れ
漁
家
。 

 

５
１ 

寒
月 

 

二
首
之
一 

 
 

寒
月 



五三 

 
詩
人
慣
道
月
如
霜 

 

詩
人

し

じ

ん 
 

慣な
ら
ゆ
し
道い
う 

月つき
霜しも
の
如ごと
し
と
、 

霜
月
併
時
無
可
方 

 

霜
月

そ
う
げ
つ 

併なら
ぶ
時とき 

方かた
む
き
可べ
き
無な
し
。 

只
聳
苦
吟
枯

骨 
 

只た
だ
聳そび
ゆ 

苦
吟

く

ぎ

ん 

枯こ
ぐ
つ

の
骨こつ
に
、 

忍
寒
消
受
満
窓
光 

 

寒かん
を
忍しの
び 

消
受

し
ょ
う
じ
ゅ 

満
窓

ま
ん
そ
う

の
光
ひ
か
り

。 

（
七
言
絶
句
・
下
平
声
七
陽
韻
） 

語
釈 

詩
人=

詩
を
詠
む
人
。
慣
道=

慣
れ
た
道
。
月
如
霜=

月
霜
の
如
く
。
霜
月=

霜
夜
の
寒
い
月
、
陰
暦
七
月
の
別
称
、
（
國
）
陰
暦
十
一
月
の

別
称
。
併
時=

時
に
併
せ
。
苦
吟=

吟
に
苦
し
む
。
枯

骨=

枯
れ
た
骨
を
う
ご
か
す
。
忍
寒=

寒
さ
を
忍
ぶ
。
消
受=

消
し
受
る
。
満
窓
光=

窓
に

満
ち
る
光
。 

 

５
２ 

楊
太
真
授
鸚
鵡
心
経
圖 

 

楊
太
真
鸚
鵡
心
経
の
圖
を
授
け
る 

 



五四 

雪
衣
雲
鬢
好
因
縁 

 

雪
衣

せ

つ

い 

雲
鬢

う
ん
び
ん 

好こう
因
縁

い
ん
ね
ん

、 
 

毎
把
心
経
仔
細
傳 

 

毎つね
に
心
経

し
ん
ぎ
ょ
う

を
把と
り
て 

仔
細

し

さ

い

を
傳つた
え
る
。 

色
即
是
空
終
底
処 

 

色
即

し
き
そ
く 

是
空

ぜ

く

う 

終
底

し
ゅ
う
て
い

の
処
と
こ
ろ

、 

悲
風
吹
尽
馬
嵬
烟 

 

悲
風

ひ

ふ

う 

吹ふ
き
尽つく
し
て 

馬ば
嵬がい
に
烟けむ
る
。 

（
七
言
絶
句
・
下
平
声
一
先
韻
） 

語
釈 

雪
衣
＝
雪
の
衣
。
雲
鬢
＝
雲
の
鬢
。
好
因
縁
＝
好
い
因
縁
。
毎
把
＝
毎
々
と
る
。
心
経
＝
般
若
心
経
。
仔
細
傳
＝
仔
細
を
傳
え
る
、
詳

細
を
伝
え
る
。
色
即
是
空
＝
色
即
是
空
。
終
底
処
＝
終
り
で
底
の
処
。
悲
風
＝
悲
し
い
風
。
吹
尽
＝
吹
き
尽
し
。
馬
嵬
烟
＝
馬
嵬
は
烟
む
る
、

唐
代
、
安
禄
山
の
乱
で
玄
宗
皇
帝
が
蜀
に
避
難
の
途
中
、
部
下
の
乱
で
楊
貴
妃
が
殺
さ
れ
た
地
、
其
の
地
が
煙
っ
て
い
る
。 

 

５
３

偶
成 

 
 

偶
成 

 

峰

吟
骨
似
小
禅 

 

峰ほ
う

た 

吟
骨

ぎ
ん
こ
つ 

小
禅

し
ょ
う
ぜ
ん

に
似に
た
り
、 



五五 

滌
尽
凡
情
亦
自
然 

 

滌あら
い
尽つく
す 

凡
情

ぼ
ん
じ
ょ
う 

亦ま
た
自
然

し

ぜ

ん

。 
笑
看
梅
花
紙
窓
月 

 

笑わら
っ
て
梅
花

ば

い

か

を
看み
る 

紙
窓

し

そ

う

の
月つき
、 

漫
來
枕
上
冩
嬋
妍 

 

漫
そ
ぞ
ろ

に
來きた
り
て 

枕
上

ち
ん
じ
ょ
う 

嬋
妍

せ
ん
け
ん

を
冩うつ
す
。 

（
七
言
絶
句
・
下
平
声
一
先
韻
） 

語
釈 

峰

＝
山
の
さ
ま
の
意
、
峰
。
銀
骨
＝
銀
の
骨
。
峰
骨
に
雪
が
降
り
。
似
小
禅
＝
小
禅
に
似
る
。
滌
尽
＝
洗
い
尽
く
す
。
凡
情
＝
あ
り

ふ
れ
た
情
。
笑
看
紙
窓
月
＝
紙
障
子
の
窓
の
月
。
漫
來
＝
そ
ぞ
ろ
に
来
る
。
枕
上
＝
枕
の
上
。
冩
嬋
妍
＝
嬋
妍
を
冩
す
、
艶
や
か
で
美
し
い
さ

ま
、
上
品
で
美
し
い
さ
ま
を
写
す
。 

 

５
４ 

湖
村
聞
虫 
 
 

二
首
之
一 

 

湖
村
虫
を
聞
く 

 

水
村
燈
影
夜
三
更 

 

水
村

す
い
そ
ん

の 

燈
影

と
う
え
い 
夜よる
三
更

さ
ん
こ
う

、 

州
嶼
如
烟
露
又
横 

 

州
嶼

し
ゅ
う
し
ょ

は 

烟けむ
り
の
如ごと
く 
露つゆ
は
又ま
た
横よこ
た
う
。 



五六 

紅
蓼
花
遅
未
成
錦 

 

紅
蓼

こ
う
り
ょ
う

の 

花はな
は
遅おそ
く 

未いま
だ
錦
に
し
き

を
成な
さ
ず
、 
中
聴
促
織
尽
聲
鳴 

 

中うち
に
聴き
く 

促
織

そ
く
し
ょ
く

の 

聲こえ
は
鳴な
き
尽つき
る
。 

（
七
言
絶
句
・
下
平
声
八
庚
韻
） 

語
釈 

水
村
＝
水
辺
の
村
。
＝
燈
の
影
。
夜
三
更
＝
夜
を
五
つ
に
分
け
た
第
三
の
時
刻
、
今
の
午
後
午
後
十
二
時
の
前
後
二
時
間
ほ
ど
。
州
嶼

＝
州
と
島
嶼
。
如
烟
＝
煙
の
如
く
、
霞
や
靄
の
よ
う
。
紅
蓼
＝
紅
い
蓼
。
花
遅
＝
花
が
遅
い
。
未
成
錦
＝
錦
に
成
ら
な
い
。
中
聴
＝
中
に
聴
く
。

促
織
＝
こ
う
ろ
ぎ
、
秋
に
な
る
と
寒
く
な
る
か
ら
機
織
り
を
急
げ
と
鳴
く
の
意
。
尽
聲
鳴
＝
鳴
く
聲
が
尽
る
。 

 

５
８ 

夜
泊
薇
江 
 

 
夜
薇
江
に
泊
る 

 

山
帯
微
雲
水
帯
煙 

 

山さん
帯たい
の 
微
雲

び

う

ん 

水すい
帯たい
に
煙けむ
る
、 

海
郷
秋
思
入
無
邉 

 

海
郷

か
い
き
ょ
う

の 

秋
し
ゅ
う

思し 
無
邉

む

へ

ん

に
入い
る
。 

誰
知
満
枕
芦
花
月 

 

誰だれ
か
知し
る 

枕
ま
く
ら

に
満み
つ 
芦
花
ろ

か

の
月つき
、 



五七 

一
夜
凄
然
和
影
眠 

 

一
夜

い

ち

や 

凄
然

せ
い
ぜ
ん 

影かげ
に
和わ
し
て
眠ねむ
る
。 

（
七
言
絶
句
・
下
平
声
一
先
韻
） 

語
釈 

山
帯
＝
山
に
帯
び
る
。
微
雲
＝
微
か
な
雲
。
水
帯
煙
＝
水
の
帯
が
煙
る
。
海
郷
＝
海
の
郷
。
秋
思
＝
秋
を
思
う
。
無
邉
に
入
る
＝
誰
知

＝
誰
か
知
る
。
満
桃
＝
満
ち
る
桃
。
芦
花
月
＝
芦
花
の
月
。
凄
然
＝
凄
い
さ
ま
、
さ
む
い
、
き
び
し
い
。
和
影
眠
＝
影
に
和
し
て
眠
り
に
。 

 

５
９ 

論
詩
絶
句 
二
十
七
首
節
五 
 

絶
句
の
詩
を
論
ず 

頼
山
陽 

名
襄 

字
子
成 

安
藝
人 

正
徳
諸
公
尽
出
群 
 

正
徳

せ
い
と
く 

諸
公

し
ょ
こ
う 

尽
こ
と
ご
と

く
群ぐん
を
出いづ
る 

駭
鶏
雄
雉
各
争
文 

 

駭がい
鶏けい 
雄
雉

ゆ

う

ち 

各おの
お
の 

文ぶん
を
争
あ
ら
そ

う 

翔
空
千
仭
求
威
鳳 

 

空そら
を
翔か
け 
千
仭

せ
ん
じ
ん 

威い
鳳ほう
を
求もと
む 

當
属
筑
州
源
使
君 

 

當まさ
に
属
し
ょ
く

す 

筑
州

ち
く
し
ゅ
う 

源げん
使し
君くん 

（
七
言
絶
句
・
上
平
声
十
二
文
韻
） 



五八 

語
釈 

正
徳
＝
正
に
徳
。
諸
公
＝
諸
々
の
公
爵
の
大
名
、
諸
君
、
皆
さ
ん
。
尽
出
群
＝
群
を
出
尽
す
。
駭
鶏
＝
驚
く
鶏
。
雄
雉
＝
お
す
雉
。
各

争
文
＝
各
文
を
争
う
。
翔
空
＝
空
を
翔
ぶ
、
翔
け
る
。
千
仭
＝
千
尋
、
仭
は
高
さ
や
深
さ
を
測
る
単
位
、
周
代
の
七
尺
、
（
一
説
に
は
八
尺
、
一

尺
は
二
二
・
五
セ
ン
チ
）。
求
威
鳳
＝
求
威
鳳
を
求
め
る
、
鳳
の
よ
う
な
威
風
堂
々
と
し
た
人
材
を
求
め
る
。
當
属
＝
ま
さ
に
仲
間
で
あ
る
。
筑

州
＝
筑
前
、
筑
後
。
源
使
君
＝
源
は
君
を
し
て
。 

 

濟
南
選
法
本

漫 
 

濟
南

さ
い
な
ん 

選せん
法ほう 

本ほん
じ
ゅ

漫まん
。 

抉
剔
何
勝
後
手
刊 
 

抉
剔

け
つ
て
き 

何なん
ぞ
勝た
え
ん 

後
手
ご

て

に
刊かん
す
を 

金
箆
不
醫
徠
翁
眼 
 

金
箆

き

ん

ひ 

醫いや
せ
ず 

翁おう
眼がん
を
徠きた
り
て 

猶
従
五
里
霧
中
看 

 

猶なお 
従
し
た
が

い
五
里
ご

り 

霧
中

む
ち
ゅ
う 

看み
る 

（
七
言
絶
句
・
上
平
声
十
四
寒
韻
） 

語
釈 

濟
南
＝
山
東
省
、
む
か
し
の
、
濟
水
の
南
に
位
し
、
交
通
の
要
衝
。
選
法
＝
選
ぶ
法
。
本

漫
＝
本
に
満
ち
て
潤
う
。
抉
剔
＝
え
ぐ
り

と
る
。
何
勝
＝
何
に
勝
る
、
ど
う
し
て
堪
え
る
。
後
手
刊
＝
後
手
に
刊
す
る
。
金
箆
＝
金
の
箆
。
醫
せ
ず
。
＝
徠
翁
眼
＝
翁
の
眼
が
き
て
、
老



五九 

眼
に
な
っ
て
。
猶
従
＝
猶
従
う
。
五
里
霧
中
看
＝
後
漢
の
張
楷
が
術
で
、
五
里
四
方
霧
に
わ
た
る
霧
を
起
こ
し
た
故
事
。
転
じ
て
物
事
に
迷
っ

て
手
が
か
り
の
な
い
こ
と
の
中
で
看
る
。 

 

羽
橋
敢
望
玉
山
光 

 

羽
橋

う
き
ょ
う 

敢あえ
て
望のぞ
め
ば 

玉
山

ぎ
ょ
く
ざ
ん

の
光こう
、 

野
鶩
家
鶏
狂
抑
揚 

 

野
鶩

や

ぼ

く 

家
鶏

か

け

い 

抑
揚

よ
く
よ
う

に
狂くる
う
。 

万
恠
藁
砧
鴻
雁
語 

 

万
恠

ば
ん
か
い 

藁
砧

こ
う
ち
ん 

鴻
雁

こ
う
が
ん 

語かた
る
、 

勝
化
太
白
對
流
黄 
 

勝
化

し
ょ
う
か 

太
白

た
い
は
く 

流
黄

り
ゅ
う
こ
う

に
對たい
す
。 

（
七
言
絶
句
・
下
平
声
七
陽
韻
） 

語
釈 

羽
橋
＝
橋
の
名
。
敢
望
＝
敢
え
て
望
む
。
玉
山
光
＝
玉
山
の
光
。
野
鶩
＝
野
の
あ
ひ
る
。
家
鶏
＝
鶏
。
狂
抑
揚
＝
音
楽
・
文
章
・
話
し

方
な
ど
の
調
子
の
あ
げ
さ
げ
が
狂
う
、
誉
め
た
り
け
な
し
た
り
す
る
、
時
勢
と
と
も
に
浮
き
沈
み
す
る
、
浮
沈
。
万
恠
＝
い
ろ
い
ろ
怪
し
む
。

藁
砧
＝
夫
を
意
味
す
る
隠
語
、
む
か
し
、
ま
な
板
の
よ
う
な
台
に
藁
を
敷
き
、
そ
の
上
に
重
罪
人
を
臥
せ
て
鐵
（
ま
さ
か
り
、
斧
）
で
胴
を
切

っ
た
、
鐵
と
夫
が
発
音
が
同
じ
だ
か
ら
い
う
。
鴻
雁
語
＝
鴻
や
雁
が
語
る
、
離
散
し
て
さ
す
ら
う
民
が
語
る
。
勝
化
＝
太
白
＝
星
の
名
、
金
星
、



六〇 

明
星
、
唐
の
詩
人
李
白
の
字
、
李
白
が
酒
に
酔
い
水
中
の
月
を
捉
え
よ
う
と
し
て
溺
れ
死
ん
だ
故
事
。
對
流
黄
＝
硫
黄
に
対
す
る
。 

詩
文
で
は
な
い
も
の 

閨
怨
詩
玉
山
壮
士 

 

閨
怨

け
い
お
ん

詩し 

玉
山

ぎ
ょ
く
ざ
ん 

壮
士

そ

う

し 

城
南
見
太
白
美
人 

 

城
南

じ
ょ
う
な
ん

で
見み
る 

太
白

た
い
は
く

美
人

び

じ

ん 

遙
夜
織
流
黄
南
郭 

 

遙
は
る
か

な
夜よる 

流
黄

い

お

う

を
織お
る
南
郭

な
ん
か
く 

云
藁
砧
何
在
城
南 

 

云い
う
藁
砧

こ
う
ち
ん 

何な
に
在あ
り
城
じ
ょ
う

南なん 

夜
鴻
雁
遙
思
塞
北 
 

夜よる 

鴻
雁

こ
う
が
ん 

遙
は
る
か

に
思おも
う
塞
北

さ
い
ほ
く

の 

秋
肥
後
人
至
今
読 
 

秋あき 

肥
後
人

ひ

ご

じ

ん 

今いま 

読ｙむ
に
至いた
る 

之
曰
南
郭
一
等
也 

 

之これ 
曰いわ
く
南
郭

な
ん
か
く 

一
等

い
っ
と
う 

也なり 

語
釈 

閨
怨
詩
＝
玉
山
壮
士
＝
肥
後
の
秋
山
玉
山
。
城
南
＝
城
の
南
。
見
太
白
＝
太
白
を
見
る
。
遙
夜
。
＝
遙
か
な
夜
。
織
流
黄
＝
流
黄
を
織

る
。
南
郭
＝
服
部
南
郭
。
云
藁
砧
＝
藁
は
稿
で
藁
砧
は
夫
を
意
味
す
る
隠
語
、
昔
椹
（
ま
な
板
の
よ
う
な
台
）
も
上
に
藁
を
敷
き
、
そ
の
上
に

重
罪
人
を
ふ
せ
て
鉄
（
斧
）
で
胴
を
断
っ
た
。
鉄
と
斧
は
夫
の
発
音
が
同
じ
だ
か
ら
夫
を
い
う
。
何
在
＝
何
に
在
り
。
城
南
＝
城
の
南
。
夜
鴻



六一 

雁
＝
夜
の
鴻
と
雁
。
遙
思
＝
遙
に
思
う
。
塞
北
秋
＝
塞
北
の
秋
、
北
方
の
辺
境
の
地
の
秋
。
肥
後
人
＝
今
の
熊
本
県
。
至
今
読
之
＝
今
に
至
り

之
を
読
む
。
曰
＝
言
う
。
南
郭
一
等
也
＝
南
郭
は
一
等
な
り 

 

評
姿
群
覩
宋
元
層 

 

評
ひ
ょ
う

す
姿
す
が
た 

群ぐん
覩み
る 

宋
元

そ
う
げ
ん

の
層そう
、 

論
味
争
収
中
晩

 
 

論
味

ろ

ん

み 

争
あ
ら
そ

い
収おさ
め
て 

晩

の
中
。 

断
粉
零
香
合
時
嗜 

 

粉ふん
を
断た
つ 

零
香

れ
い
こ
う 

時とき
に
合あわ
せ
て
嗜
た
し
な

む
、 

問
君
何
苦
学
韓
蘇 
 

君きみ
に
問と
う 

何なに
苦くる
し
む 

韓
蘇

か

ん

そ

に
学まな
ぶ
。 

（
七
言
絶
句
・
下
平
声
十
蒸
韻
） 

語
釈 

評
姿
＝
評
す
姿
。
群
覩
＝
群
を
覩
る
。
宋
元
層
＝
宋
と
元
の
層
。
論
味
＝
議
論
の
味
。
争
収
＝
争
を
収
め
る
。
中
晩

＝
晩

の
中
。

断
粉
＝
粉
を
断
つ
、
詩
歌
や
文
章
の
手
本
を
断
つ
。
零
香
＝
細
か
い
香
、
僅
か
な
香
。
合
時
嗜
＝
時
に
合
っ
て
嗜
む
。
問
君
＝
君
に
問
う
。
何

苦
＝
何
の
苦
。
学
韓
蘇
＝
韓
蘇
に
学
ぶ
。 

 



六二 

文
章
於
世
本
繊
塵 

 

文
章

ぶ
ん
し
ょ
う 

世よ
に
於お
い
て 

本もと
繊
塵

せ
ん
じ
ん

、 
唯
恐
頽
波
没
旧
津 

 

唯ただ
だ
恐おそ
る 

頽
波

た

い

は 

旧
津

き
ゅ
し
ん

を
没ぼっ
す
る
を
。 

欲
掣
鯨
魚
無
氣
力 

 

鯨
魚

げ
い
ぎ
ょ

を 

掣せい
せ
ん
と
欲ほっ
す 

氣
力

き
り
ょ
く

無な
し
、 

半
生
徒
被
喚
詩
人 

 

半
生

は
ん
せ
い 

徒
い
た
ず
ら

に
詩
人

し

じ

ん

と
喚よ
ば
る
。 

（
七
言
絶
句
・
上
平
声
十
一
真
韻
） 

語
釈 

文
章
＝
あ
や
、
も
よ
う
、
か
ざ
り
、
礼
楽
（
礼
節
と
音
楽
）
や
制
度
な
ど
、
國
の
文
化
を
形
成
し
て
い
る
も
の
。
於
世
＝
世
に
於
い
て
。

本
繊
塵
＝
本
に
繊
か
い
塵
、
取
る
に
足
ら
な
い
も
の
。
唯
恐
＝
唯
恐
れ
る
。
頽
波
＝
頽
廃
の
波
、
傾
向
、
く
ず
れ
か
け
た
波
、
衰
退
の
勢
い
。

没
旧
津
＝
旧
津
を
没
す
、
古
い
港
。
欲
掣
＝
掣
を
欲
す
、
制
御
、
制
裁
。
鯨
魚
＝
鯨
、
鐘
を
つ
く
撞
木
の
異
称
。
無
氣
力
＝
氣
力
の
無
い
こ
と
。

半
生
＝
生
涯
の
半
分
。
徒
被
＝
被
の
徒
、
あ
の
人
達
。
喚
詩
人
＝
喚
く
詩
人
。 

 

６
０ 

修
史
偶
題 

 
 

 

題 だい
す
修
し
ゅ
う

史 ふみ
偶 ぐう 

作
十
一
首
節
四 



六三 

蠧
冊
紛
披
烟
海
深 

 

蠧
冊

と

さ

つ 

紛まぎ
れ
て
披ひら
く 

烟えん
海かい
深ふか
し
、 
援
筆
欲
下
復
沈
吟 

 

援
筆

え
ん
ぴ
つ

を
下くだ
さ
ん
と
欲
す
る
も 

復ま
た
沈
吟

ち
ん
ぎ
ん

す
。 

愛
憎
恐
枉
英
雄
迹 

 

愛
憎

あ
い
ぞ
う 

枉
ま
げ
る

を
恐おそ
る 

英
雄

え
い
ゆ
う

の
迹あと
、 

獨
有
寒
燈
照
此
心 

 

獨ひと
り
寒
燈

か
ん
と
う

の
此こ
の 

心
こ
こ
ろ

を
照てら
す
有あ
り
。 

（
七
言
絶
句
・
下
平
声
十
二
侵
韻
） 

語
釈 

蠧
冊
＝
虫
の
喰
っ
た
書
物
。
紛
披
＝
紛
れ
披
く
、
花
が
乱
れ
咲
く
こ
と
、
ば
ら
ば
ら
に
乱
れ
る
さ
ま
、
烟
＝
け
む
り
、
靄
と
霧
。
海
深

深
い
海
。
援
筆
＝
筆
を
執
っ
て
字
を
書
く
。
復
沈
吟
＝
復
沈
吟
す
る
、
思
い
に
耽
っ
て
口
ず
さ
む
、
思
い
を
潜
め
充
分
に
検
討
す
る
。
愛
憎
＝

愛
と
憎
し
み
。
恐
枉
＝
曲
げ
る
こ
と
を
恐
れ
る
、
道
理
を
押
し
曲
げ
る
。
英
雄
迹
＝
英
雄
の
迹
、
跡
。
獨
有
＝
獨
有
り
。
寒
燈
＝
孤
燈
、
寂
し

げ
な
燈
、
冬
の
夜
の
灯
火
。
照
此
心
＝
此
の
心
を
照
ら
す
。 

 

千
載
将
誅
老
姦
骨 

 

千
載

せ
ん
ざ
い 

将まさ
に
誅
ち
ゅ
う

せ
ん
と
す 

老ろう
姦かん
の
骨こつ
、、 

九
原
要
慰
大
冤
魂 

 

九
原

き
ゅ
う
げ
ん 

慰
な
ぐ
さ

む
を
要よう
す 
大
冤

だ
い
え
ん

の
魂こん
。 



六四 

莫
言
鉛
槧
無
権
力 

 

言い
う
莫なか
れ 

鉛
槧

え
ん
ざ
ん

は 

権
力

け
ん
り
ょ
く

無な
し
と
、 
公
議
終
須
紙
上
論 

 

公
議

こ

う

ぎ 

終つい
に 

紙
上

し
じ
ょ
う

に
論ろん
ず
べ
し
。 

（
七
言
絶
句
・
上
平
声
十
三
元
韻
） 

語
釈 

千
載
＝
千
年
。
将
誅
＝
将
に
誅
す
、
本
当
に
殺
す
。
老
姦
骨
＝
老
い
た
骨
の
あ
る
姦
物
、
老
獪
な
悪
知
恵
の
あ
る
者
。
九
原
＝
春
秋
時

代
晋
の
卿
大
夫
の
墓
場
の
名
、
転
じ
て
、
あ
の
世
、
よ
み
じ
、
墓
地
。
要
慰
＝
慰
を
要
す
。
大
冤
魂
＝
大
冤
の
魂
、
大
き
な
恨
み
、
大
き
な
冤

罪
、
無
実
の
罪
。
鉛
槧
＝
鉛
の
札
。
無
権
力
＝
権
力
無
し
。
公
議
＝
一
般
の
議
論
、
世
論
。
終
須
＝
す
べ
て
終
る
。
紙
上
論
＝
紙
上
の
論
、
空

論
。 

 

龍
戦
曾
経
八
州
迹 

 

龍
戦

り
ゅ
う
せ
ん 

曾かっ
て
経へ
る 

八
州

は
っ
し
ゅ
う

の
迹せき
、 

鶴
巣
終
審
一
枝
安 

 

鶴
巣

か
く
そ
う 
審
つ
ま
び
ら

に
終おわ
る 

一
枝

い

っ

し

の
安やす
ん
ず
。 

却
収
当
日
投
餘
筆 

 

却かえ
っ
て 

当
日

と
う
じ
つ 
投とう
餘よ
の
筆ふで
を
収おさ
め
、 

自
写
千
軍
萬
馬
看 

 

自
み
ず
か

ら
写うつ
す 

千
軍

せ
ん
ぐ
ん 
萬
馬

ば

ん

ば

を
看み
る
。 



六五 

（
七
言
絶
句
・
上
平
声
十
三
元
韻
） 

語
釈 
龍
戦
＝
龍
の
戦
、
王
者
、
天
子
の
戦
い
。
曾
経
＝
曾
て
経
る
。
迹
＝
八
州
の
迹
、
中
国
全
土
、
昔
中
国
を
九
州
に
分
け
た
か
ら
、
あ
る

一
国
か
ら
、
都
の
地
か
ら
み
れ
ば
他
の
全
土
は
八
州
に
な
る
。
鶴
巣
＝
鶴
の
巣
、
審
終
＝
審
に
終
る
、
明
ら
か
に
し
て
終
わ
る
。
一
枝
安
＝
一

枝
の
安
、
一
枝
の
安
ら
ぎ
。
＝
却
っ
て
収
る
。
当
日
＝
そ
の
日
。
投
餘
筆
＝
筆
を
餘
し
て
投
げ
る
。
自
写
＝
自
ら
写
す
。
千
軍
＝
千
の
軍
、
数

の
多
い
こ
と
。
万
馬
看
＝
万
の
馬
を
看
る
、
数
の
多
い
こ
と
。 

 

野
史
亭
前
無
数
山 
 

野
史
や

し 

亭
前

て
い
ぜ
ん 

無
数

む

す

う

の
山やま
、 

某
岡
某
阜
事
相
因 
 

某
岡

ぼ
う
こ
う 

某
阜

ぼ

う

ふ 

事こと
相あ
い
因ちな
む
。 

倦
來
抛
筆
時
呼
酒 

 

倦う
み
來きた
れ
ば 

筆ふで
を
抛
な
げ
う

ち
て 

時とき
に
酒さけ
を
呼よ
ぶ
、 

歴
歴
興
亡
指
点
問 

 

歴
歴

れ
き
れ
き

た
り 
興こう
亡ぼう
を 

指さ
点てん
の
間かん
。 

（
七
言
絶
句
・
上
平
声
十
一
真
韻
） 

語
釈 

野
史
＝
民
間
の
学
者
が
個
人
的
に
著
し
た
歴
史
、
外
史
、
稗
史
。
＝
亭
の
前
、
東
屋
の
前
。
無
数
山
＝
無
数
の
山
、
数
の
多
い
さ
ま
。



六六 

某
岡
＝
無
名
の
岡
、
丘
、
陵
。
阜
。
某
阜
＝
無
名
の
阜
、
事
岡
、
丘
、
陵
。
＝
相
因
む
。
倦
來
＝
倦
き
て
來
た
る
。
抛
筆
＝
筆
を
抛
っ
た
、
書

く
こ
と
を
止
め
た
。
時
呼
酒
＝
酒
を
飲
む
時
。
歴
歴
＝
歴
然
、
明
ら
か
。
真
亡
＝
真
に
亡
ぶ
、
本
当
に
亡
ぶ
。
指
点
問
＝
指
点
の
問
、
僅
か
な

間
。 

 

６
１ 

春
曉 

 
 

春
曉 

梁
星
巌 

名
緯 
字
二
図 

美
濃
人 

風
香
如
水
入
簾
流 
 

風かぜ
は
水
の 

如
く
香かお
り 

簾
す
だ
れ

に
入い
り
て
流なが
れ
、 

林
月
餘
光
閃
未
収 
 

林
月
の
餘
光 

閃
ひ
ら
め

を
未いま
だ
収おさ
め
ず
。 

生
愛
花
間
鶯
試
唱 

 

生
愛

せ
い
あ
い 
花
間

か

か

ん 

鶯
う
ぐ
い
す

唱うた
を
試ため
す
、 

引
人
残
夢
到
楊
州 

 

人ひと
は
残
夢

ざ

ん

む

を
引ひ
い
て 

楊
州

よ
う
し
ゅ
う

に
到いた
る
。 

（
七
言
絶
句
・
下
平
声
十
一
尤
韻
） 

語
釈 

風
香
＝
風
の
香
り
。
如
水
＝
水
の
如
し
。
入
簾
流
＝
簾
流
に
入
る
。
林
月
＝
林
の
月
。
餘
光
＝
も
れ
て
く
る
光
、
夜
明
け
の
月
。
閃
未



六七 

収
＝
閃
き
を
収
め
な
い
、
ま
だ
、
閃
い
て
い
る
。
生
愛
＝
生
き
い
き
と
愛
す
。
花
間
＝
花
の
間
。
鶯
試
唱
＝
鶯
が
試
し
に
唱
え
る
、
鶯
が
鳴
き

は
じ
め
る
。
＝
人
を
引
く
。
残
夢
＝
残
り
の
夢
。
到
楊
州
＝
楊
州
に
到
る
。（
梁
川
星
巌
） 

 

６
２ 

舟
抵
廣
嶋 

 
 

廣
嶋
に
舟
抵 

 

水
底
残
霞
魚
尾

 
 

水
底

す
い
て
い

の 

残
霞

ざ

ん

か 

魚うお
尾び
の
て
い

、 

菰
蒲
葉
戦
暮
潮
生 
 

菰
蒲
こ

ほ 

葉は
は
戦
お
の
の

き 

暮
潮

ぼ
ち
ょ
う

生
し
ょ
う

ず
。 

扁
舟
不
借
風
帆
便 
 

扁
舟

へ
ん
し
ゅ
う 

借か
り
ず 

風
帆

ふ
う
は
ん

の
便びん
、 

一
路
溶
溶
流
入
城 

 

一
路

い

ち

ろ 
溶
溶

よ
う
よ
う 

流なが
れ
て
城
じ
ょ
う

に
入い
る
。 

（
七
言
絶
句
・
下
平
声
八
庚
韻
） 

語
釈 

水
底
＝
水
の
底
。
残
霞
＝
残
の
霞
。
魚
尾

＝
魚
の
尾
が
赤
い
、
魚
は
疲
れ
る
と
尾
が
赤
く
な
る
。
菰
蒲
＝
菰
と
蒲
。
葉
戦
＝
葉
が
戦

く
、
葉
が
霜
や
風
に
枯
れ
ま
い
と
し
て
戦
う
。
暮
潮
生
＝
夕
暮
の
潮
に
生
じ
る
。
扁
舟
＝
小
舟
、
底
の
平
た
い
小
舟
。
不
借
＝
借
り
な
い
。
風



六八 

帆
便
＝
風
帆
の
便
。
一
路
＝
真
っ
直
ぐ
に
。
溶
溶
＝
広
大
な
さ
ま
、
心
・
水
そ
の
他
を
廣
く
形
容
す
る
。
流
入
城
＝
城
に
流
れ
入
る
、
町
に
流

れ
入
る
。 

 

６
３ 

二
月
晦
日
拉
諸
子
遊
糸
崎 
 

二
月
晦
日
諸
子
を
拉
し
糸
崎
に
遊
ぶ 

 

詩
酒
還
成
半
日
遊 

 

詩
酒

し

し

ゅ 

還ま
た
成な
す 

半
日

は
ん
じ
つ

の
遊ゆう
、 

此
生
随
處
送
悠
悠 
 

此こ
の
生せい 

随
處

ず
い
し
ょ 

悠
悠

ゆ
う
ゆ
う

と
し
て
送おく
る
。 

他
年
夢
裡
問
陳
迹 
 

他
年 

夢む
裡り 

陳
迹

ち
ん
せ
き

を
問と
う
、 

細
雨
春
帆
双
鷺
州 

 

細
雨

さ

い

う

の
春
帆

し
ゅ
ん
ぱ
ん 

双
鷺

そ

う

ろ

の
州
し
ゅ
う

。 

海
上
有
大
小
鷺
州 

 

海
上

か
い
じ
ょ
う 

大
小

だ
い
し
ょ
う 

有 あ
り
鷺 さぎ
の
州
し
ゅ
う 

（
七
言
絶
句
・
下
平
声
十
一
尤
韻
） 

語
釈 

詩
酒
＝
詩
と
酒
。
還
成
＝
還
り
成
す
。
半
日
遊
＝
半
日
の
遊
び
。
此
生
＝
此
の
生
涯
。
随
處
＝
い
た
る
處
。
送
悠
悠
＝
悠
悠
と
送
る
、



六九 

う
れ
え
る
さ
ま
、
遠
く
遥
か
な
さ
ま
、
閑
の
あ
る
さ
ま
、
の
ん
び
り
し
た
さ
ま
、
悠
々
自
適
。
他
事
＝
他
の
事
、
よ
そ
事
。
夢
裡
＝
夢
の
裡
、

夢
の
中
。
問
陳
迹
＝
昔
物
事
の
あ
っ
た
跡
を
問
う
、
古
く
か
ら
今
に
残
っ
て
い
る
跡
を
問
う
、
な
ご
り
。
細
雨
＝
細
い
雨
、
小
雨
、
こ
ぬ
か
雨
。

春
帆
＝
春
の
帆
。
双
鷺
州
＝
双
鷺
の
州
。 

 

６
４ 

題
玉
葆
女
史
画
常
磐
抱
孤
図 

玉
葆
女
史
画
く
常
磐
抱
孤
の
図
に
題
す 

 

雪
壓
笠
檐
風
捲
袂 
 

雪ゆき
は
笠
檐

り
ゅ
う
え
ん

を
壓あつ
し
て 

風かぜ
は
袂
た
も
と

を
捲ま
く
、 

呱
呱
索
乳
若
為
情 
 

呱
呱
こ

こ 

乳ちち
を
索さが
す 

若い
為かん
の
情
じ
ょ
う

。 

他
年
鉄
拐
峰
頭
嶮 

 

他
年

た

ね

ん 
鉄
拐

て
つ
か
い 

峰
頭

ほ
う
と
う

の
嶮けん
、 

叱
咤
三
軍
是
此
声 

 

三
軍

さ
ん
ぐ
ん

を 
叱
咤

し

っ

た 

是こ
れ
此こ
の
声こえ
で
。 

（
七
言
絶
句
・
下
平
声
八
庚
韻
） 

語
釈 

雪
壓
＝
雪
を
壓
す
る
。
笠
檐
＝
笠
の
ひ
さ
し
。
風
捲
袂
＝
袂
を
捲
く
風
。
呱
呱
＝
乳
飲
み
子
、
嬰
児
の
泣
き
声
の
形
容
、
牛
若
丸
。
索



七〇 

乳
＝
乳
を
索
が
す
、
乳
を
求
め
る
。
若
為
情
＝
ど
ん
な
気
持
ち
か
。
他
年
＝
三
十
五
年
後
の
一
の
谷
の
合
戦
を
さ
す
。
鉄
拐
＝
鉄
拐
峰
の
こ
と
、

六
甲
山
の
一
峰
。
峰
頭
嶮
＝
峰
頭
の
嶮
し
く
。
叱
咤
＝
叱
り
つ
け
る
、
叱
る
声
。
三
軍
＝
周
の
制
度
で
、
天
子
の
六
軍
に
対
す
る
、
諸
侯
の
大

国
の
上
軍
・
中
軍
・
下
軍
の
総
称
、
一
軍
は
一
万
二
千
五
百
人
、
軍
隊
の
総
称
、
全
軍
、
大
軍
の
こ
と
。
是
此
声
＝
是
此
の
声
で
。 

結
句
は
、
大
軍
を
指
揮
し
て
号
令
す
る
の
は
、
あ
の
嬰
児
の
大
音
声
で
あ
る
。 

 

６
５ 

春
初
雑
詩 

 
 

春
初
雑
詩 

 

手
淪
春
泉
氣
味
厳 
 

手て
を
春
泉

し
ゅ
ん
せ
ん

に
淪しず
む
れ
ば 

氣
味
き

み

厳きび
し
、 

推
窓
残
雪
照
書
籖 

 

窓まど
を
推お
す 

残
雪

ざ
ん
せ
つ 

書
籖

し
ょ
せ
ん

を
照て
ら
す
。 

何
來
饑
鳥
声
如
磬 

 

何なん
ぞ
來き
た
り
て 

饑
鳥

き
ち
ょ
う 

声こえ
は
磬けい
の
如ごと
く
、 

啄
我
梅
花
上
凍
簷 

 

我わ
が
梅
花

ば

い

か

を
啄
つ
い
ば

み
て 

凍
簷

と
う
ｔ
ん

に
上のぼ
る
。 

（
七
言
絶
句
・
下
平
声
十
四
塩
韻
） 



七一 

語
釈 

手
淪
＝
手
で
さ
ざ
波
を
立
て
る
。
春
泉
＝
春
の
泉
。
氣
味
厳
＝
厳
し
い
氣
味
。
推
窓
＝
窓
を
推
す
、
開
く
。
照
書
籖
＝
書
籖
を
照
ら
す
、

籖
は
か
ず
と
り
、
く
じ
、
物
を
数
え
る
と
き
の
棒
。
何
來
＝
ど
う
し
て
来
た
。
饑
鳥
＝
飢
え
た
鳥
。
声
如
磬
＝
の
如
き
声
、
磬
は
中
国
古
代
の

楽
器
の
一
つ
、
石
や
玉
で
作
っ
た
へ
の
字
形
の
打
楽
器
を
台
に
吊
し
て
鳴
ら
す
、
啄
我
＝
我
啄
む
。
上
凍
簷
＝
凍
え
た
庇
に
上
る
、
軒
。 

 

６
６ 

醉
題 

 
 

 

醉
題 

 

銅
雀
臺
廃
金
谷
塵 
 

銅
雀

ど
う
じ
ゃ
く

臺だい
は
金
谷

き
ん
こ
く

の
に
塵じん
に
廃すた
れ
、 

西
陵
東
市
可
哀
呻 
 

西
陵

せ
い
り
ょ
う 

東
市

と
う
い
ち 

呻しん
を
哀あわ
れ
む
可べ
し
。 

幕
天
一
醉
唯
堪
幕 

 

幕
天

ば
く
て
ん 
一
醉

い
っ
す
い 

唯た
だ
幕まく
に
堪たえ
る
、 

擬
買
春
糸
繍
伯
倫 

 

春
糸

し
ゅ
ん
し

を 
買ばい
を
擬ぎ
す 

伯
倫

は
く
り
ん

の
繍
し
ゅ
う

。 

（
七
言
絶
句
・
上
平
声
十
一
真
韻
） 

語
釈 

銅
雀
＝
銅
雀
臺
、
三
国
の
魏
の
曹
操
が
築
い
た
展
望
台
。
臺
廃
＝
金
谷
塵
＝
河
南
省
の
洛
陽
縣
北
西
の
谷
の
名
。
西
陵
＝
西
の
陵
。
東



七二 

市
＝
東
の
市
。
可
哀
呻
＝
呻
き
哀
れ
む
可
し
。
幕
天
＝
天
幕
。
一
醉
＝
酔
う
。
唯
堪
幕
＝
唯
幕
に
堪
え
る
。
擬
買
＝
買
う
振
り
を
す
る
。
春
糸

＝
春
の
糸
。
繍
伯
倫
＝
晋
の
文
人
、
酒
飲
み
で
有
名
、
刺
繍
、
繍
。 

 

６
７ 

春
尽
日
遊
沙
川
旗
亭 
 

春
尽
日
沙
川
旗
亭
に
遊
ぶ 

二
首
之
一 

送
春
豈
惜
累
千

 
 

送
春

そ
う
し
ゅ
ん 

豈あに 

累るい
千せん
の
こ
う

を
惜お
し
ま
ん
、 

要
遣
中
年
以
後
情 
 

要よう
は
中
年

ち
ゅ
う
ね
ん

に
遣や
る 

以
後
い

ご

の
情
じ
ょ
う

。 

不
分
紫
藤
花
底
水 
 

分わ
け
ず
紫
藤

し

と

う 

花か
底てい
の
水みず
、 

鳴
鳴
還
作
別
離
声 

 

鳴
鳴

め
い
め
い 
還ま
た
作な
す 

別
離

べ

つ

り

の
声こえ
。 

語
釈 

送
春
＝
送
る
春
。
豈
惜
＝
ど
う
し
て
惜
し
む
。
累
千

＝
累
々
と
多
く
の
角
の
盃
。
要
遣
＝
遣
い
を
要
す
。
以
後
情
＝
以
後
の
情
。
不

分
＝
分
け
ず
。
紫
藤
＝
紫
の
藤
。
花
底
水
＝
水
底
に
沈
ん
だ
花
。
鳴
鳴
＝
あ
あ
。
還
作
＝
ま
た
作
る
。
別
離
声
＝
別
離
の
声
、
別
れ
の
声
。 

 



七三 

６
８ 

夏
夜
草
堂
小
集
戯
分
和
歌
題
得
待
郭
公 

夏
の
夜
草
堂
小
集
戯
分
和
歌
郭
公
を
待
ち
得
て
題
す 

 

對
床
無
語
澹
如
忘 

 

床
し
ょ
う

に
對たい
し 

語ご
無な
し 

澹たん
と
し
て
忘わす
る
が
如ごと
く 

忽
漫
争
誇
耳
孔
長 

 

忽こつ
漫まん 

争
あ
ら
そ

い
誇ほこ
る 

耳
孔

じ

こ

う

長なが
し 

聴
做
杜
鵑
真
好
笑 

 

聴き
い
て
杜
鵑

と

け

ん

を
做な
し 

真しん
に
好よ
く
笑わら
い 

一
声

月
赤
班
唐 

 

一
声

い
っ
せ
い 

月つき
に
は

く 

赤
班
唐

せ
き
は
ん
と
う 

 

赤
班
唐
和
名
跋
横
・
声
絶
似
子
規 
 

赤
班
唐 

和
名

わ

め

い 

跋 ばつ 

横 よこ
・
声 こえ
絶 

子
規
し

き

に
似 に
る 

（
七
言
絶
句
・
下
平
声
七
陽
韻
） 

語
釈 

對
床
＝
對
床
に
對
し
て
。
無
語
＝
言
葉
無
し
、
語
ら
な
い
。
澹
如
忘
＝
澹
の
如
く
緩
や
か
に
忘
れ
る
、
淵
の
よ
う
に
緩
や
か
に
忘
れ
る
。

忽
漫
＝
忽
漫
に
、
そ
ぞ
ろ
に
。
争
誇
＝
争
い
誇
る
、
競
い
て
誇
る
、
自
慢
。
耳
孔
長
＝
早
耳
。
聴
做
＝
聴
き
做
す
、
聴
き
作
す
。
杜
鵑
＝
子
規
、

ほ
と
ぎ
す
。
真
好
笑
＝
真
に
好
ん
で
笑
う
。
一
声
＝
一
と
声
。
吐
月
＝
月
が
出
る
。
赤
班
唐
＝ 

 



七四 

６
９ 

大
真
教
鸚
鵡
心
経
圖 

 

大
真
教
鸚
鵡
心
経
の
圖 

 

金
籠
妖
夢
馬
嵬
魂 

 

金
籠

こ
ん
ろ
う 

妖
夢

よ

う

む 

馬
嵬

ば

が

い

の
魂こん
、 

是
色
是
空
君
勿
論 

 

是
色

ぜ

し

き 

是
空

ぜ

く

う 

君きみ
論ろん
ず
る
勿なか
れ
。 

只
好
琅
琅
相
對
誦 

 

只た
だ
好この
む 

琅
琅

ろ
う
ろ
う 

相あ
い
對たい
し
て
誦
し
ょ
う

す
、 

花
枝
解
語
鳥
能
言 

 

花か
枝し 

語ご
を
解かい
し
て 

鳥とり
言げん
を
能よ
く
す
。 

（
七
言
絶
句
・
上
平
声
十
三
元
韻
） 

語
釈 

金
籠
＝
金
の
籠
。
妖
夢
＝
妖
し
い
夢
。
馬
嵬
魂
＝
馬
嵬
の
魂
、
馬
嵬
は
楊
貴
妃
が
臣
下
の
反
乱
で
殺
さ
れ
た
所
。
是
色
是
空
＝
色
即
是

空
、
現
世
の
あ
ら
ゆ
る
事
物
、
現
象
は
、
本
来
空
無
で
あ
る
の
意
。
君
勿
論
＝
君
も
勿
論
。
只
好
＝
只
好
む
。
琅
琅
＝
金
属
や
玉
が
触
れ
合
っ

て
鳴
る
音
の
さ
ま
、
鳥
の
き
よ
ら
か
な
囀
り
。
相
對
誦
＝
相
對
し
て
誦
え
る
。
花
枝
＝
花
の
枝
。
解
語
＝
語
を
解
す
。
鳥
能
言
＝
鳥
能
く
言
う
。 

 

７
０ 

客
中
惜
春 

 
 

 

客
中
春
を
惜
む 



七五 

祝
星

 

名
希
烈 

字
廷
燿 

近
江
人 

看
花
則
喜
惜
花
悲 

 

花はな
を
看み
て 

則
す
な
わ

ち
喜
よ
ろ
こ

び 

花はな
を
惜おし
み
て
悲かな
し
む
、 

自
使
羈
情
入
小
詩 

 

自
あ
の
ず
か

ら 

羈
情

き
じ
ょ
う

し
て 

小
詩

し
ょ
う
し

に
入い
る
。 

分
付
子
規
休
吐
月 

 

分ぶん
付ふ
す 

子
規
し

き 

月つき
に
吐は
く
を
休や
め
よ
、 

五
更
春
夢
到
家
時 

 

五
更

ご

こ

う

の 

春
し
ゆ
ん

夢む 

家いえ
に
到いた
る
時とき
。 

（
七
言
絶
句
・
上
平
声
四
支
韻
） 

語
釈 

看
花
＝
花
を
看
る
。
則
喜
＝
則
喜
ぶ
。
惜
花
悲
＝
花
を
惜
し
ん
で
悲
し
む
。
羈
情
＝
情
を
つ
な
ぎ
と
め
る
、
羈
は
お
も
が
い
、
た
ず
な
、

つ
な
ぐ
、
旅
の
情
。
入
小
詩
＝
小
詩
に
入
る
。
分
付
＝
分
け
て
付
す
。
子
規
＝
不
如
帰
、
時
鳥
、
ほ
と
と
ぎ
す
。
休
吐
月
＝
月
夜
は
啼
く
の
を

止
め
て
く
れ
と
の
意
。
五
更
＝
夕
暮
れ
か
ら
夜
明
け
ま
で
を
五
つ
に
分
け
、
初
更
・
二
更
・
三
更
・
四
更
・
五
更
に
分
か
れ
夜
番
が
交
替
す
る

の
で
更
と
い
う
。
春
夢
＝
春
も
夢
。
＝
家
時
に
到
る
。
れ
い

＝
屋
形
船
の
こ
と
。 

 

７
１ 

甲
辰
十
三
夜 

 
 

甲
辰
十
三
夜 



七六 

山
窓
對
雨
咲
吾
衰 

 

山
窓

さ
ん
そ
う 

雨あめ
に
對たい
し 

吾われ
が
衰
お
と
ろ

え
を
咲わら
う
、 
芋
栗
炮
燔
伴
小
児 

 

芋う
栗りつ 

炮
燔

ほ
う
は
ん

す
る
は 

小
児

し
ょ
う
に

に
伴
と
も
な

う
。 

尋
思
三
十
年
間
事 

 

尋じん
思し
す 

三
十

さ
ん
じ
ゅ
う

年
間

ね
ん
か
ん

の
事こと
、 

多
多
失
脚
月
明
期 

 

多
多
た

た 

失
脚

し
っ
き
ゃ
く 

月
明

げ
つ
め
い

の
期とき
は
。 

（
七
言
絶
句
・
上
平
声
四
支
韻
） 

語
釈 

山
窓
＝
山
側
の
窓
。
對
雨
＝
雨
に
對
す
る
。
咲
吾
衰
＝
咲
き
吾
衰
え
る
。
芋
栗
＝
芋
と
栗
。
炮
燔
＝
あ
ぶ
り
焼
く
。
伴
小
児
＝
小
児
を

伴
う
。
尋
思
＝
思
い
尋
ね
る
。
多
多
＝
数
が
多
い
、
多
け
れ
ば
多
い
ほ
ど
。
失
脚
＝
足
を
踏
み
外
す
、
失
敗
し
て
地
位
を
う
し
な
う
。
月
明
期

＝
月
明
の
期
。 

 

７
２ 

月
梅 

 
 

月
梅 

 

白
模
糊
裡
夜
三
更 

 

白しろ
模
糊
も

こ

の
裡うち 

夜よる
三
更

さ
ん
こ
う

、 



七七 

春
暉
籠
人
不
耐
情 

 

春
暉

し
ゅ
ん
き 

籠
人

ろ
う
じ
ん 

情
じ
ょ
う

に
耐たえ
ず
。 
看
到
影
疎
香
暗
處 

 

看み
す
み
す 

影
疎

え

い

そ

に 

香
暗

こ
う
り
あ
ん

の
到いた
る
處
と
こ
ろ

、 

梅
花
與
月
故
分
明 

 

梅
花

ば

い

か

と
月つき
と

故
こ
と
さ
ら

に
分
明

ぶ
ん
め
い

。 

（
七
言
絶
句
・
上
平
声
四
支
韻
） 

語
釈 

白
模
糊
裡
＝
白
く
模
糊
の
裡
、
白
く
ぼ
ん
や
り
し
て
は
っ
き
り
し
な
い
。
夜
三
更
＝
夜
の
三
更
、
今
の
午
後
十
二
時
の
前
後
二
時
間
ほ

ど
。
＝
春
暉
や
く
。
籠
人
＝
籠
を
背
負
っ
た
人
。
不
耐
情
＝
情
に
耐
へ
ず
。
看
到
＝
看
る
に
到
る
。
影
疎
＝
疎
ら
な
影
。
香
暗
處
＝
香
暗
の
處
、

何
処
か
ら
と
も
知
れ
な
い
良
い
香
り
。
梅
花
＝
梅
の
花
。
月
と
＝
故
分
明
＝
故
に
分
明
、
故
に
明
ら
か
、
殊
更
に
は
っ
き
り
し
て
い
る
。 

 

７
３ 

春
日
江
村 
 

 
春
日
江
村 

摩
嶋
松
南 

名
弘 

字
子
毅 

京
師
人 

隔
水
青
山
隔
樹
家 

 

水みず
を
隔へだ
て
て 
青
山

せ
い
ざ
ん 

樹じゅ
家か
を
隔へだ
て
、 

垂
楊
湾
上
買
魚
蝦 

 

垂
楊

す
い
よ
う

の
湾
上

わ
ん
じ
ょ
う 

魚
蝦

ぎ

ょ

か

を
買か
う
。 



七八 

扁
舟
載
酒
何
邉
去 

 

扁
舟

へ
ん
し
ゅ
う 

酒さけ
を
載の
せ
何
邉

な

へ

ん

に
か
去ゆ
く
、 
遠
浦
紅
雲
定
是
花 

 

遠
浦

え

ん

ほ

の 

紅
雲

こ
う
う
ん 

定さだ
ま
り
て
是こ
れ
花はな
。 

（
七
言
絶
句
・
下
平
声
六
麻
韻
） 

語
釈 

隔
水
＝
水
を
隔
て
て
。
青
山
＝
青
々
と
樹
木
の
茂
っ
て
る
や
ま
、
男
子
は
何
処
の
青
山
で
も
骨
を
埋
め
る
こ
と
が
で
き
る
、
必
ず
し
も

故
郷
で
死
な
な
く
て
も
よ
い
と
い
う
こ
と
。
隔
樹
家
＝
樹
木
で
家
で
隔
て
る
。
垂
楊
＝
垂
れ
た
楊
。
湾
上
＝
湾
の
上
。
買
魚
蝦
＝
魚
や
蝦
を
か

う
。
扁
舟
＝
底
の
平
た
い
小
舟
。
載
酒
＝
酒
を
載
せ
て
。
何
邉
去
＝
何
邉
か
に
去
る
。
遠
浦
＝
遠
い
浦
。
紅
雲
＝
紅
の
雲
。
定
是
花
＝
定
ま
っ

て
是
花
。（
長
弘
、
一
七
九
一
～
一
八
三
九
） 

 

７
４ 

初
秋
獨
座 
 

 
初
秋
獨
座
す 

 

三
両
微
微
竹
末
星 

 

三
両

さ
ん
り
ょ
う 

微
微
び

び 
竹
末

ち
く
ま
つ

の
星ほし
、 

随
風
隠
見
似
残
螢 

 

風かぜ
に
随
し
た
が

っ
て 

隠
見

い
ん
け
ん

す
る
は 

残
螢

ざ
ん
け
い

に
似に
た
り
。 



七九 

夜
來
不
識
何
邉
雨 

 

夜
來

や

ら

い 

識し
ら
ず 

何
邉

な

へ

ん

の
雨あめ
、 
送
得
餘
涼
入
小
庭 

 

餘
涼

よ
り
ょ
う

を 

送おく
り
得え
て 

小
庭

し
ょ
う
て
い

に
入い
る
。 

（
七
言
絶
句
・
下
平
声
九
青
韻
） 

語
釈 

三
両
＝
二
つ
三
つ
。
微
微
＝
僅
か
、
僅
少
、
微
少
、
小
さ
な
、
微
か
な
、
勢
い
の
振
る
わ
な
い
さ
ま
。
竹
末
星
＝
竹
の
末
の
星
。
随
風

＝
風
に
随
い
。
隠
見
＝
見
え
隠
れ
す
る
。
似
残
螢
＝
残
螢
に
似
る
。
夜
來
＝
夜
か
ら
夜
明
け
ま
で
。
不
識
＝
知
ら
な
い
。
何
邉
雨
＝
何
邉
の
、

雨
何
処
の
雨
、
送
得
＝
送
り
得
る
。
餘
涼
＝
残
り
の
涼
し
さ
。
入
小
庭
＝
小
さ
な
庭
に
入
る
。 

 

７
５ 

瓶
梅 
 

 
瓶
梅 

 

経
旬
猶
挿
爛
開
枝 

 

旬
し
ゅ
ん

を
経へ
て 
猶な
お
挿さ
す 

枝えだ
に
開ひら
く
こ
と

闌
た
け
な
わ

に
、 

便
覺
瓶
梅
割
愛
遅 

 

便
す
な
わ

ち
覺おぼ
え
る 
瓶
梅

へ
い
ば
い 

割
愛

か
つ
あ
い

遅おそ
し
。 

 

短
帳
無
風
花
自
落 

 

短
帳

た
ん
ち
ょ
う 

無
風

む

ふ

う 

花はな
は
自おの
ず
と
落お
つ
、 



八〇 

半
窓
斜
月
客
敲
棋 

 

半
窓

は
ん
そ
う 

月つき
は
斜
な
な
め

に 

客かく
は
棋ぎ
を
敲う
つ
。 

（
七
言
絶
句
・
上
平
声
四
支
韻
） 

語
釈 

経
旬
＝
旬
を
経
て
猶
挿
＝
猶
挿
す
、
猶
挿
し
木
を
す
る
。
闌
開
枝
＝
満
開
の
枝
。
便
覺
＝
す
な
わ
ち
覺
え
る
。
瓶
梅
＝
瓶
に
挿
し
た
梅
。

割
愛
遅
＝
愛
す
る
物
を
断
ち
切
っ
て
は
な
す
の
が
遅
い
、
美
味
し
い
物
を
思
い
切
っ
て
あ
た
え
る
の
が
遅
い
。
短
帳
＝
無
風
＝
花
自
落
＝
半
窓

＝
斜
月
＝
月
は
斜
に
。
客
敲
棋
＝
客
は
棋
を
敲
つ
、
客
と
将
棋
を
打
つ
。 

 

７
６ 

遊
宇
治 
 

 
 

宇
治
に
遊
ぶ 

 

十
四
年
前
遊
此
間 

 

十
四

じ
ゅ
う
よ

年
前

ね
ん
ま
え 

此こ
の
間かん
を
遊あそ
ぶ
、 

于
今
踪
迹
托
塵
寰 

 

于
今

う

こ

ん 

踪
迹

し
ょ
う
せ
き

は 

塵
寰

じ
ん
か
ん

に
托たく
す
。 

吟
行
重
到
清
渓
上 

 

吟
行

ぎ
ん
こ
う 

重かさ
ね
て
到いた
る
清
渓

せ
い
け
い

の
上ほと
り
、 

袖
手
看
雲
太
厚
顔 

 

手て
を
袖そで
に 

雲くも
を
看み
る 
太
は
な
は

だ
厚
顔

こ
う
が
ん

。 



八一 

（
七
言
絶
句
・
上
平
声
十
五
刪
韻
） 

語
釈 
遊
此
間
＝
此
の
間
を
遊
ぶ
。
于
今
＝
今
こ
こ
に
。
踪
迹
＝
跡
、
事
跡
、
足
跡
、
以
前
あ
っ
た
事
柄
。
托
塵
寰
＝
塵
寰
に
托
す
、
煩
わ
し

い
こ
の
世
界
に
託
す
、
汚
れ
た
世
、
人
間
世
界
。
吟
行
＝
吟
じ
て
行
く
、
詩
を
詠
む
。
重
到
＝
重
り
到
る
。
清
渓
上
＝
清
ら
か
な
渓
の
上
。
袖

手
＝
手
を
袖
に
、
何
も
手
出
し
を
し
な
い
で
。
看
雲
＝
雲
を
看
る
。
太
厚
顔
＝
太
く
厚
い
顔
、
厚
顔
無
恥
。 

 

７
７ 

美
人
吹
笛
圖 

 
 

美
人
吹
笛
の
圖 

 

曾
学
阿
郎
吹
玉
笛 
 

曾かっ
て
学まな
ぶ 

阿
郎

あ

ろ

う 

玉
ぎ
ょ
く

笛てき
を
吹ふ
く
、 

毎
吹
玉
笛
便
思
郎 

 

毎つね
に
吹ふ
い
て 

玉
ぎ
ょ
く

笛てき
を 

便
す
な
わ

ち
郎ろう
を
思おも
う
。 

春
光
易
老
人
難
見 

 

春
光

し
ゅ
ん
こ
う 
老お
い
易やす
く 

人ひと
見あら
わ
れ
難かた
く
、 

落
尽
梅
花
更
断
腸 

 

落お
ち
尽つく
す 

梅
花

ば

い

か 
更さら
に
断
腸

だ
ん
ち
ょ
う

。 

（
七
言
絶
句
・
下
平
声
七
陽
韻
） 



八二 

語
釈 

曾
学
＝
曾
て
学
ぶ
。
阿
郎
＝
阿
る
男
。
吹
玉
笛
＝
玉
笛
を
吹
く
。
毎
吹
＝
吹
く
毎
に
。
玉
笛
＝
玉
の
笛
。
便
思
郎
＝
す
な
わ
ち
男
は
思

う
。
春
光
＝
春
の
光
。
易
老
＝
老
い
易
い
。
人
難
見
＝
人
を
見
る
こ
と
は
難
で
あ
る
。
落
尽
＝
落
ち
尽
し
た
。
＝
梅
の
花
。
更
断
腸
＝
更
に
断

腸
、
は
ら
わ
た
が
千
切
れ
る
よ
う
に
悲
し
む
。 

 

７
８ 

讀
李
忠
定
公
集 

 

二
首
之
一 

李
忠
定
公
集
を
讀
む 

 

鉄
心
同
咏
梅
花
賦 
 

鉄
心

て
っ
し
ん 

同とも
に
咏えい
ず 

梅
花

ば

い

か

の
賦ふ
、 

千
古
高
風
在
両
賢 
 

千
古

せ

ん

こ

の 

高
風

こ
う
ふ
う 

両
賢

り
ょ
う
け
ん

に
在あ
り
。 

恨
殺
詩
人
無
眼
力 

 

恨
殺

こ
ん
さ
つ

す 

詩
人

し

じ

ん

の 

眼
力

が
ん
り
き

無な
き
を
、 

空
将
知
己
属
逋
仙 

 

空
む
な
し

く
将まさ
に 
知
己
ち

き 

逋
仙

ほ

せ

ん

に
属
し
ょ
く

す
。 

（
七
言
絶
句
・
下
平
声
一
先
韻
） 

語
釈 

鉄
心
＝
鉄
や
石
の
よ
う
に
堅
固
な
精
神
、
強
い
真
心
。
同
＝
と
も
に
咏
ず
る
、
詠
う
、
詠
む
。
梅
花
賦
＝
梅
花
の
賦
、
梅
花
の
詩
。
千



八三 

古
＝
千
年
の
昔
、
大
変
大
昔
か
ら
。
高
風
＝
優
れ
た
人
柄
、
高
い
空
を
吹
き
渡
る
風
。
＝
両
賢
に
在
り
、
二
人
の
賢
人
に
あ
り
。
恨
殺
＝
恨
み

は
深
い
、
惜
し
む
ら
く
は
。
無
眼
力
＝
眼
力
無
し
、
見
る
見
識
が
な
い
。
空
将
＝
将
に
空
で
あ
る
。
知
己
＝
す
で
に
知
る
。
属
逋
仙
＝
世
を
隠

遁
し
た
仙
人
の
な
か
ま
、
逃
れ
た
。 

 

明
治
庚
寅
秋
日
著 

文
政
絶
句
抄 

 
 
 

畢 

 


